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市
川
九
女
八
年
譜
稿
（
一
）

佐 

藤 

か
つ
ら

日
本
の
演
劇
が
、明
治
・
大
正
時
代
を
経
て
近
代
化
へ
向
か
っ
て
い
く
中
に
、

﹁
女
役
者
﹂
と
い
う
存
在
が
あ
っ
た
。
女
役
者
は
、﹁
女
優
﹂
と
は
異
な
る
。
そ

の
違
い
に
つ
い
て
は
神
山
彰
氏
、
土
田
牧
子
氏
が
明
ら
か
に
す
る
通
り
で
あ
る

が
、
女
優
は
一
般
に
新
劇
の
舞
台
に
お
い
て
男
性
の
俳
優
に
交
じ
っ
て
女
性
の

役
を
演
じ
る
の
に
対
し
、
女
役
者
は
、
歌
舞
伎
を
演
じ
る
女
性
で
あ
っ
た
。
一

般
的
意
味
で
の
女
優
に
は
、
早
く
に
は
千ち

歳と
せ

米べ
い

坡は

や
川
上
貞
奴
が
お
り
、
さ
ら

に
明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
開
設
さ
れ
た
帝
国
女
優
養
成
所
を
経
て
誕

生
し
た
森
律
子

や
村
田
嘉
久
子

ら
が
い
た
（
加

賀
山
直
三
執
筆

﹁
女
役
者
﹂﹃
演

劇
百
科
大
事

典
﹄
よ
り
）。

本
稿
で
取
り

（
1
）

上
げ
る
の
は
、
女
役
者
の
代
表
的
存
在
で
あ
っ
た
市
川
九く

女め

八は
ち

で
あ
る
。
九
女

八
は
明
治
期
に
活
躍
し
、
歌
舞
伎
を
演
じ
る
一
方
で
、
依
田
学
海
の
命
名
に
よ

る
守も
り

住ず
み

月げ
っ

華か

と
い
う
芸
名
で
、
新
派
、
新
劇
の
舞
台
に
立
っ
た
こ
と
で
も
知
ら

れ
る
。

九
女
八
は
有
名
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
舞
台
生
活
は
順
風
満
帆
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
活
躍
の
場
所
は
か
な
ら
ず
し
も
表
舞
台
と
は
言
え
な
い
場
所
で
あ
っ

た
。
九
女
八
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
七
月
二
十
四
日
、

浅
草
の
娯
楽
施
設
ル
ナ
パ
ー
ク
内
に
あ
っ
た
演
芸
場
み
く
に
座
に
出
演
中
の
こ

と
で
あ
る
。
九
女
八
は
そ
こ
で
舞
踊
を
披
露
し
た
が
、
同
時
上
演
の
演
目
は
、

新
派
の
連
鎖
劇
と
活
動
写
真
で
あ
っ
た
。

神
山
彰
氏
が
、﹁
女
役
者
の
消
長
は
、
転
換
期
の
歌
舞
伎
が
徐
々
に
﹁
伝
統

的
な
古
典
演
劇
﹂
と
い
う
正
統
性
を
獲
得
し
て
い
く
過
程
と
も
関
連
し
て
考
え

ら
れ
る
﹂
と
述
べ
る
よ
う
に
、
女
役
者
の
存
在
は
歌
舞
伎
が
﹁
伝
統
﹂﹁
古
典
﹂

と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
て
い
く
中
で
、
次
第
に
埋
没
し
て
い
っ
た
。
九
女
八

は
、
日
本
の
演
劇
の
近
代
化
過
程
に
お
い
て
そ
の
変
化
の
波
を
自
身
に
受
け
つ

（
2
）

市川九女八（『演芸画報』明治40
（1907）年9月、国立国会図書館所蔵）
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つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
を
体
験
し
な
が
ら
、
命
が
尽
き
る
ま
で
舞
台
に
お
い
て

自
ら
を
表
現
し
続
け
た
女
性
で
あ
る
。

本
稿
で
は
九
女
八
の
出
演
履
歴
を
中
心
に
、そ
の
生
涯
を
追
っ
て
い
き
た
い
。

舞
台
に
立
つ
近
代
の
女
性
と
し
て
先
駆
的
な
人
生
を
送
っ
た
九
女
八
が
ど
の
よ

う
に
生
き
て
い
た
の
か
を
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
い
の
で
あ
る
。
今
回
は

生
い
立
ち
か
ら
明
治
初
年
ま
で
を
扱
う
こ
と
と
す
る
。不
明
な
点
が
多
い
た
め
、

主
に
論
述
の
形
式
と
す
る
。

な
お
九
女
八
の
表
記
は
、
久
女
八
、
久
米
八
、
九
米
八
、
粂
八
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
晩
年
に
本
人
が
用
い
て
い
た
﹁
九
女

八
﹂
と
い
う
表
記
に
統
一
す
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
、
九
女
八
の
年
齢
は
数
え

年
で
考
察
す
る
。

一
　
出
生

九
女
八
の
生
い
立
ち
は
不
明
な
点
が
多
く
、特
に
生
年
月
日
に
は
諸
説
あ
る
。

九
女
八
の
墓
は
杉
並
区
松
ノ
木
に
あ
る
日
蓮
宗
の
寺
院
、
松
栄
山
大
法
寺
に
現

存
す
る
。
過
去
帳
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
生
年
に
関
す
る
情
報
は
得
ら
れ

な
か
っ
た
。
た
だ
、
墓
所
に
つ
い
て
わ
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
次

回
以
降
ま
と
め
た
い
。

両
親
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。
九
女
八
の
父
は
横
田
彦
八
、
母
は
な
か
。
父

は
川
越
在
の
郷
士
で
、一
橋
家
に
仕
え
三
人
扶
持
を
得
て
牛
込
の
赤
城
下（
現
・

新
宿
区
赤
城
下
町
）
に
住
ん
だ
。
こ
れ
は
九
女
八
の
逝
去
を
伝
え
る
新
聞
記
事

（
後
述
）
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
記
述
で
あ
る
。
九
女
八
自
身
の
回
想
﹁
芸
壇

（
3
）

（
4
）

百
話
﹂（﹃
演
芸
画
報
﹄
明
治
四
十
︹
一
九
〇
七
︺
年
四
月
）
に
よ
れ
ば
、﹁
父

は
お
組
役
人
﹂
だ
っ
た
と
い
う
。
切
絵
図
を
見
る
と
、
赤
城
下
に
は
大
御
番
組

（
将
軍
直
属
の
軍
団
）、
御
持
筒
組
（
将
軍
の
警
衛
・
場
内
警
護
な
ど
）、
御
先

手
組
（
諸
門
警
護
・
市
中
警
備
な
ど
）
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
ど
こ
か
に
属
し

た
も
の
か
。
幕
府
に
仕
え
る
集
団
で
あ
る
﹁
御
組
﹂
の
役
人
で
あ
る
こ
と
と
、

一
橋
家
に
仕
え
た
と
い
う
こ
と
は
矛
盾
す
る
が
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
今
現
在

手
が
か
り
を
得
な
い
。

な
お
、
九
女
八
に
関
す
る
種
々
の
資
料
や
辞
典
・
事
典
類
の
記
述
を
比
較
し

た
結
果
、
九
女
八
の
家
族
や
身
辺
に
つ
い
て
最
も
詳
し
い
の
は
、
守
随
憲
治
記

﹁
市
川
九
女
八
伝
聞
記
㈠
︱
あ
る
女
役
者
の
口
述
︱
﹂（﹃
実
践
文
学
﹄
四
二
、

一
九
七
一
年
三
月
）、
同
﹁
市
川
九
女
八
伝
聞
記
Ⅱ
︱
あ
る
女
役
者
の
口
述
︱
﹂

（﹃
実
践
国
文
学
﹄
第
二
号
、
一
九
七
二
年
九
月
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
﹁
あ
る
女

役
者
﹂
が
﹁
お
尋
ね
に
応
へ
て
、
御
本
人
か
ら
聞
き
か
じ
っ
た
こ
と
等
を
想
出

し
て
み
ま
せ
う
﹂と
述
べ
て
九
女
八
に
つ
い
て
詳
細
に
語
っ
て
い
る
も
の
だ
が
、

こ
の
女
役
者
が
誰
で
、
い
つ
話
し
た
内
容
な
の
か
、
文
中
に
明
示
さ
れ
て
い
な

い
。
た
だ
、
今
後
そ
の
都
度
触
れ
て
い
く
が
そ
の
他
の
資
料
と
合
致
す
る
記
述

が
多
く
、
内
容
に
確
実
な
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
以
下
、

こ
の
資
料
に
つ
い
て
は
﹁
伝
聞
記
㈠
﹂﹁
伝
聞
記
Ⅱ
﹂
と
す
る
。

﹁
伝
聞
記
㈠
﹂
に
よ
れ
ば
、
九
女
八
の
父
横
田
彦
八
の
没
年
は
安
政
五
（
一

八
五
八
）
年
八
月
十
八
日
、
戒
名
は
﹁
秋
月
道
林
居
士
﹂
で
あ
る
。
ま
た
九
女

八
の
祖
父
に
あ
た
る
、
彦
八
の
父
は
、
横
田
為
忠
と
い
い
、
文
政
五
（
一
八
二

二
）
年
一
月
七
日
に
百
歳
で
没
し
、
そ
の
戒
名
は
﹁
春
誉
道
本
信
士
﹂
だ
と
い

う
。

（
5
）

（
6
）

（
7
）
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市
川
九
女
八
年
譜
稿
（
一
）

ま
た
、﹁
伝
聞
記
㈠
﹂
は
次
の
よ
う
な
出
生
に
纏
わ
る
話
を
伝
え
る
。
九
女

八
が
﹁
女
役
者
で
田
之
助
ば
り
で
売
出
し
た
時
分
﹂、
あ
る
殿
様
が
御
家
来
を

連
れ
て
見
物
に
来
ら
れ
一
座
の
者
を
全
部
さ
る
お
座
敷
に
呼
ん
で
御
馳
走
し
、

九
女
八
に
立
派
な
鎧
通
し
（
短
刀
）
を
下
さ
っ
た
が
、
帰
っ
て
確
か
め
る
と
中

に
刃
は
な
く
て
二
分
金
が
一
杯
に
詰
ま
っ
て
い
た
と
い
う
。あ
と
で
九
女
八
は
、

そ
の
殿
様
こ
そ
本
当
の
父
親
だ
っ
た
と
言
っ
た
と
い
う
。
お
屋
敷
勤
め
を
し
て

い
た
実
母
な
か
に
、
そ
の
殿
様
の
お
手
が
つ
い
た
と
い
う
こ
と
か
、
と
﹁
伝
聞

記
㈠
﹂
は
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
か
な
り
後
の
こ
と
に
な
っ
て
、
寿
座
か
ど
こ

か
の
楽
屋
に
、
七
十
余
り
に
見
え
る
品
の
良
い
和
尚
さ
ん
が
尋
ね
て
き
て
、
九

女
八
の
異
腹
の
兄
だ
と
言
っ
た
と
い
う
。﹁
大
宮
だ
か
の
満
願
寺
﹂
と
い
う
寺

の
住
持
と
聞
い
た
と
あ
る
。
こ
の
僧
は
﹁
御
家
の
御
惣
領
﹂
だ
が
武
家
を
嫌
っ

て
跡
目
を
弟
に
譲
り
、
僧
に
な
っ
た
と
も
あ
る
。
こ
の
人
物
は
九
女
八
の
葬
儀

に
も
来
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
九
女
八
の
出
生
に
関
わ
る
話
の
真
偽
は
不
明
で

あ
る
。

さ
て
、
九
女
八
の
生
年
月
日
で
あ
る
。
明
治
・
大
正
の
名
鑑
の
類
や
、
諸
新

聞
・
雑
誌
記
事
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
諸
説
が
あ
る
。
こ
こ
で
挙
げ
る
資
料

は
、
九
女
八
の
逝
去
直
後
の
も
の
ま
で
に
限
る
。
な
お
、
特
に
記
さ
な
い
限
り
、

新
聞
記
事
は
す
べ
て
大
正
二
年
七
月
二
十
五
日
付
朝
刊
で
あ
る
。

・
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
（
年
月
日
な
し
）　

杉
浦
善
三
﹃
俳
優
明
鑑
﹄（
演

芸
倶
楽
部
、
明
治
四
十
二
年
）、﹃
日
本
俳
優
鑑
﹄（
演
芸
画
報
社
、
明
治
四

十
三
年
）、
井
口
政
治
編
﹃
女
優
鑑
﹄（
演
芸
画
報
社
、
大
正
元
年
）

・
天
保
五
年
三
月　

杉
浦
善
三
﹃
女
優
か
ゞ
美
﹄（
杉
浦
出
版
部
、
大
正
元
年
）

（
8
）

（
9
）

・
天
保
五
年
五
月　

春
浦
生
﹁
故
市
川
九
女
八
﹂（﹃
歌
舞
伎
﹄
一
五
九
号
、
大

正
二
年
九
月
）

・
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
（
年
月
日
な
し
）　
﹃
東
京
朝
日
新
聞
﹄、﹃
婦
女
新

聞
﹄（
大
正
二
年
八
月
一
日
号
、﹁
享
年
七
十
八
﹂
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
）

・
弘
化
元
（
一
八
四
四
）
年
（
年
月
日
な
し
）　
﹃
都
新
聞
﹄、﹃
時
事
新
報
﹄、﹃
万

朝
報
﹄（
没
年
を
﹁
七
十
﹂
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
）

・
弘
化
元
年
十
一
月
二
十
八
日　
﹃
読
売
新
聞
﹄、﹃
東
京
日
日
新
聞
﹄、﹃
二
六

新
報
﹄、
春
浦
生
﹁
故
市
川
九
女
八
﹂（
さ
き
に
挙
げ
た
﹁
天
保
五
年
五
月
﹂

と
両
方
記
す
）

・
弘
化
二
年
（
年
月
日
な
し
）　
﹁
消
息
﹂（﹃
演
芸
画
報
﹄
大
正
二
年
八
月
、
没

年
を
﹁
六
十
九
歳
﹂
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
）

・
弘
化
三
年
（
年
月
日
な
し
）　

増
永
徂
春
著
﹃
当
世
楽
屋
雀
﹄（
盛
林
堂
、
明

治
三
十
五
年
）、
六
八
三
人
﹁
九
女
八
の
家
﹂（﹃
演
芸
画
報
﹄
大
正
二
年
七
月
）

・
弘
化
年
間　

古
林
亀
治
郎
編
輯
﹃
現
代
人
名
辞
典
﹄（
中
央
通
信
社
、
大
正

元
年
再
版
）

以
上
で
あ
る
。
近
現
代
の
辞
典
・
事
典
類
で
は
、
弘
化
三
年
十
一
月
二
十
八

日
と
す
る
も
の
が
多
い
（
平
凡
社
﹃
演
劇
百
科
大
事
典
﹄
な
ど
）。
な
お
、
九

女
八
は
赤
城
下
に
住
ん
だ
が
、
右
の
資
料
類
に
よ
れ
ば
出
生
地
は
神
田
豊
島
町

（
現
・
千
代
田
区
東
神
田
）
と
い
う
（
出
生
地
を
記
さ
な
い
も
の
も
あ
る
）。
没

年
を
計
算
す
る
と
、
天
保
五
年
生
ま
れ
の
場
合
八
十
歳
、
天
保
七
年
で
は
七
十

八
歳
、
弘
化
元
年
で
は
七
十
歳
、
弘
化
二
年
で
は
六
十
九
歳
、
弘
化
三
年
で
は

六
十
八
歳
と
な
る
。
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九
女
八
自
身
の
言
葉
で
も
、
生
年
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
前
述
の
﹁
芸
壇

百
話
﹂
で
は
自
ら
を
﹁
今こ
ん
に
ち日
六
十
以
上
の
婆
さ
ん
﹂
と
言
う
が
、
そ
の
五
个
月

後
に
刊
行
さ
れ
た
同
じ
﹃
演
芸
画
報
﹄
の
、
明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
九
月

号
所
載
﹁
名
家
真
相
録
（
其
七
）
市
川
九
女
八
﹂
で
は
、﹁
本
年
七
十
四
歳
﹂

と
言
う
。
明
治
四
十
年
に
七
十
四
歳
で
あ
れ
ば
、
生
ま
れ
は
天
保
五
年
と
な

る
。
天
保
五
年
説
は
、
あ
る
い
は
こ
こ
か
ら
来
て
い
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

ほ
か
の
資
料
を
み
て
み
よ
う
。
現
在
得
ら
れ
た
も
の
と
し
て
は
前
述
の
﹁
伝

聞
記
㈠
﹂
に
あ
っ
た
父
の
没
年
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
で
、
記
述
の
中
で
（
九

女
八
が
）﹁
十
二
才
で
死
に
別
れ
た
﹂
と
あ
る
。
こ
れ
が
事
実
で
、
十
二
才
を

数
え
年
と
す
る
な
ら
ば
、
九
女
八
の
生
年
は
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
と
な
る
。

ま
た
、
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
の
資
料
で
あ
る
が
、
九
女
八
自
身
の
申

告
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵
﹁
東
京

府
内
俳
優
人
名
書
上
﹂（
所
蔵
番
号
ロ3 -195

）
が
そ
れ
で
、
こ
の
資
料
は
前
半

が
官
許
劇
場
の
歌
舞
伎
役
者
の
人
名
を
明
治
十
二
年
十
二
月
に
ま
と
め
た
も

の
、
後
半
が
小
芝
居
各
座
に
出
演
し
て
い
た
役
者
た
ち
の
人
名
を
、
明
治
十
五

年
十
一
月
に
座
ご
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
小
芝
居
の
興
行

は
、
当
時
見
世
物
﹁
道
化
踊
﹂
を
興
行
す
る
と
し
て
警
視
庁
か
ら
興
行
許
可
を

受
け
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
実
態
は
歌
舞
伎
を
演
じ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
表

向
き
出
演
者
は
﹁
道
化
踊
芸
人
﹂
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
書
上
も
提
出
先
は
不
明

だ
が
、
東
京
府
あ
る
い
は
警
視
庁
か
。
こ
の
中
で
、
下
谷
区
二
長
町
五
十
二
番

地
に
あ
っ
た
浄
瑠
璃
座
の
出
演
者
の
筆
頭
に
、
九
女
八
（
当
時
﹁
岩
井
粂
八
﹂）

の
名
前
が
み
え
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（
10
）

（
11
）

七
一
一
四
号

　

一　

道下
等化

踊　

下
谷
区
徒
町
壱
丁
目
六
十
弐
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
住
新
作
妻　

吉
田
ケ
イ
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弘
化
弐
年
五
月
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
井
粂
八

つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
九
女
八
は
弘
化
二
年
五
月
生
ま
れ
と
あ
る
の
で
あ
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
年
の
ど
れ
が
真
実
な
の
か
、
あ
る
い
は
真
実
に
近
い
と
言

え
る
の
か
。
九
女
八
出
生
後
の
履
歴
と
も
関
わ
っ
て
く
る
の
で
、
次
に
、
九
女

八
の
生
い
立
ち
を
追
っ
て
み
た
い
。

二
　
幕
末
ま
で
の
履
歴
―
九
女
八
の
回
想
か
ら

ま
ず
九
女
八
自
身
の
回
想
で
あ
る
、
前
述
の
﹁
芸
壇
百
話
﹂（
以
下
﹁
百
話
﹂）

と
﹁
名
家
真
相
録
（
其
七
）﹂（
以
下
﹁
真
相
録
﹂）
か
ら
、
簡
単
に
そ
の
若
年

時
の
生
い
立
ち
を
記
す
。
基
本
的
に
﹁
百
話
﹂
に
依
り
、﹁
真
相
録
﹂
に
し
か

み
ら
れ
な
い
記
述
に
つ
い
て
は
、
そ
の
旨
を
記
す
。

①
七
歳　

赤
城
神
社
の
境
内
に
住
む
踊
り
師
匠
、
坂
東
三
江
八
に
弟
子
入
り
。

②
十
二
歳　

父
が
亡
く
な
る
。
稽
古
通
い
を
止
め
る
。﹁
坂
東
桂
八
﹂
と
い
う

名
取
り
と
な
る
。
母
と
二
人
で
、
寺
町
（
現
・
新
宿
区
横
寺
町
付
近
か
）
に

稽
古
所
を
開
く
。
母
は
三
味
線
を
、
自
分
は
踊
り
を
、
近
所
の
子
供
達
に
教

え
る
。
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③
？
歳　

母
が
再
婚
。
相
手
は
あ
る
屋
敷
に
勤
め
る
者
。

④
十
五
歳　

地
弾
き
の
お
文ぶ
ん

の
紹
介
で
、
小
石
川
伝
通
院
前
の
坂
東
三
津
江
に

弟
子
入
り
（
年
齢
は
﹁
真
相
録
﹂
に
よ
る
）。
踊
り
の
稽
古
を
新
規
に
や
り

直
し
。

⑤
十
六
歳　

小
石
川
水
道
町
に
引
き
移
り
、
再
び
踊
り
の
師
匠
と
な
る
。

⑥
こ
の
こ
ろ
か
ら
か　

御
狂
言
師
で
あ
る
三
津
江
に
つ
い
て
、
大
名
屋
敷
の
御

狂
言
に
出
演
す
る
。

⑦
十
八
歳　

師
匠
三
津
江
の
出
入
り
の
大
名
屋
敷
が
無
く
な
る
。

⑧
二
十
三
歳
ま
で　

何
も
せ
ず
。
浅
草
に
移
り
、
芝
居
見
物
ば
か
り
し
て
い
る
。

⑨
？
歳　

魚
河
岸
の
魚
屋
の
主
人
西に
し

茂し
げ

（﹁
真
相
録
﹂
で
は
﹁
西に
し
も茂
﹂）
が
発
起

人
と
な
っ
た
、
八
代
目
団
十
郎
の
弟
子
の
団
三
郎
の
一
座
の
寄
席
芝
居
に
出

演
。
こ
れ
が
初
舞
台
で
あ
る
。

⑩
？
歳　

薩
摩
座
が
、
役
者
の
ほ
か
に
素
人
で
踊
り
の
出
来
る
者
を
集
め
て
興

行
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
薩
摩
座
へ
の
出
演
に
あ
た
り
、
師
匠
坂
東
三
津

江
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
桂
八
の
名
前
で
出
て
は
困
る
と
言
わ
れ
、
同
じ
大

和
屋
だ
か
ら
、
と
岩
井
半
四
郎
の
と
こ
ろ
で
﹁
粂
八
﹂
と
い
う
名
前
を
も
ら

う
。　

以
上
で
あ
る
が
、
九
女
八
は
こ
れ
を
﹁
先
づ
私
が
役
者
に
な
り
ま
し
た
迄
の
順

序
﹂
と
し
て
記
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
右
の
記
述
の
人
名
・
年
代
に
関

わ
る
詳
細
に
つ
い
て
、
順
を
追
っ
て
確
認
し
て
み
た
い
。
丸
数
字
の
番
号
は
右

に
対
応
す
る
。

三
　
御
狂
言
師
と
な
る
ま
で
の
九
女
八

①
七
歳
。
九
女
八
が
最
初
に
踊
り
を
習
っ
た
と
い
う
坂
東
三
江
八
は
、
石
井

国
之
﹃
近
世
日
本
舞
踊
史
﹄（
帝
都
演
芸
通
信
社
、
一
九
三
七
年
）
掲
載
の
嘉

永
五
（
一
八
五
二
）
年
の
御
狂
言
師
の
番
付
に
見
え
る
。
御
狂
言
師
と
は
、
男

子
禁
制
の
将
軍
家
の
大
奥
や
大
名
家
の
奥
向
き
に
お
い
て
、
歌
舞
伎
芝
居
や
踊

り
を
披
露
す
る
女
性
た
ち
で
あ
り
、
こ
う
し
た
女
性
た
ち
は
将
軍
家
や
大
名
家

に
住
み
込
み
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
町
な
か
に
住
み
普
段
は
舞
踊
の
師
匠
を
し
て

い
た
場
合
も
あ
っ
た
。
三
江
八
も
、
踊
り
の
師
匠
で
あ
り
御
狂
言
師
で
も
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
番
付
で
は
、
東
の
上
か
ら
二
段
目
、
右
か
ら
六
人
目
に
﹁
大

上
上
吉
／
牛
込　

坂
東
三
江
八
﹂
と
あ
る
。

②
十
二
歳
。
父
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
﹁
伝
聞
記
㈠
﹂
に
よ

れ
ば
安
政
五
年
で
あ
る
。

③
年
齢
不
明
、
母
な
か
の
再
婚
。
こ
れ
も
﹁
伝
聞
記
㈠
﹂
に
よ
れ
ば
再
婚
相

手
は
吉
田
八
十
八
と
い
う
人
物
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
人
物
に
つ
い
て
、
い
ま

詳
ら
か
に
し
な
い
が
、
さ
き
ほ
ど
取
り
上
げ
た
﹃
東
京
府
内
俳
優
人
名
書
上
﹄

の
中
で
、
九
女
八
の
本
名
が
﹁
吉
田
ケ
イ
﹂
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
気
に
な
る
。

こ
の
と
き
は
夫
、
守
住
新
作
の
姓
を
名
乗
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
か
（
夫
婦
同

氏
は
こ
の
時
代
ま
だ
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
な
い
）。
こ
の
と
き
九
女
八
が
﹁
吉

田
﹂姓
で
あ
る
な
ら
ば
、母
親
の
再
婚
相
手
の
名
前
を
吉
田
八
十
八
と
す
る﹁
伝

聞
記
㈠
﹂
の
記
述
は
、
確
か
な
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
再
婚
時

期
は
、﹁
伝
聞
記
㈠
﹂
に
は
横
田
彦
八
の
死
後
﹁
し
ば
ら
く
た
っ
て
﹂
と
あ
る

の
み
で
あ
る
。

（
12
）

（
13
）
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④
十
五
歳
。
九
女
八
は
小
石
川
伝
通
院
に
住
む
踊
り
の
師
匠
で
御
狂
言
師

の
、
坂
東
三
津
江
に
新
た
に
入
門
し
た
。
三
津
江
に
は
初
代
と
二
代
目
が
い

た
。
初
代
の
本
名
は
高
木
み
き
（
？
︱
一
八
八
二
）、
二
代
目
は
初
代
の
娘

で
、
本
名
は
高
木
き
や
う
（
き
ょ
う
、
鏡
、
京
、
一
八
二
一
︱
一
九
一
九
）。

二
人
と
も
歌
舞
伎
役
者
三
代
目
坂
東
三
津
五
郎
（
一
七
七
五
︱
一
八
三
一
）
の

弟
子
で
あ
り
、
坂
東
流
の
踊
り
の
師
匠
で
あ
り
、
御
狂
言
師
と
し
て
名
高
い
存

在
で
あ
っ
た
。
三
津
江
の
拝
領
し
た
豪
華
な
衣
裳
が
現
在
、
東
京
国
立
博
物
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
二
代
目
三
津
江
の
曾
孫
に

あ
た
る
辻
光
子
氏
が
三
津
江
や
高
木
家
に
つ
い
て
詳
細
に
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と

で
、
そ
の
事
蹟
が
正
確
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
辻
光
子
﹃
千
秋
万
歳

大
々
叶
﹄、
私
家
版
、
二
〇
〇
一
年
）。
前
述
の
番
付
に
は
、
坂
東
三
津
江
の
名

前
は
行
司
の
位
置
に
大
き
く
載
り
、﹁
真
上
上
吉
／
小
石
川　

坂
東
三
津
江
﹂

と
あ
る
。
こ
の
三
津
江
は
初
代
だ
ろ
う
。
二
代
目
は
こ
の
と
き
、
西
の
最
上
段

の
二
人
目
、﹁
関
脇
﹂
と
し
て
﹁
大
極
上
上
吉
／
小
石
川　

坂
東
き
や
う
﹂
と

載
る
。
二
代
目
が
坂
東
三
津
江
の
名
を
継
い
だ
の
は
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）

年
で
あ
る
と
い
う
（﹃
千
秋
万
歳
大
々
叶
﹄）。
し
た
が
っ
て
、
九
女
八
が
入
門

し
た
時
の
三
津
江
は
、
年
代
か
ら
考
え
る
と
初
代
で
あ
る
。

⑤
十
六
歳
。
小
石
川
水
道
町
に
引
っ
越
す
。
再
び
踊
り
の
師
匠
と
な
る
。
こ

の
こ
ろ
の
九
女
八
の
、
踊
り
の
師
匠
と
し
て
の
実
態
は
不
明
で
あ
る
。

⑥
十
六
歳
か
、
御
狂
言
師
の
仲
間
に
加
わ
る
。
九
女
八
は
三
津
江
の
も
と
で
、

御
狂
言
に
出
演
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
﹁
伝
聞
記
㈠
﹂
は
十
六
七
の
こ
と

と
す
る
。
三
津
江
は
加
賀
藩
前
田
家
、
高
松
藩
松
平
家
、
広
島
藩
浅
野
家
の
三

つ
の
大
名
屋
敷
の
お
抱
え
で
あ
っ
た
ほ
か
（﹁
真
相
録
﹂）、
熊
本
藩
細
川
家
十

（
14
）

（
15
）

一
代
藩
主
斉な
り

樹た
つ

の
正
室
、
蓮
性
院
紀
姫
（
一
橋
大
納
言
治
済
娘
、
徳
川
幕
府
十

一
代
将
軍
家
斉
の
妹
）
か
ら
も
扶
持
を
受
け
て
い
た
と
い
う
（﹃
千
秋
万
歳
大
々

叶
﹄）。
大
名
家
で
の
御
狂
言
の
催
し
に
つ
い
て
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う

に
、﹁
百
話
﹂﹁
真
相
録
﹂
に
大
変
面
白
い
詳
細
な
記
述
が
あ
り
、
九
女
八
の
回

想
が
、
御
狂
言
師
と
い
う
存
在
に
つ
い
て
の
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
御
狂
言
師

に
つ
い
て
は
、
九
女
八
の
回
想
を
基
本
と
し
て
、
別
の
機
会
に
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
思
う
。
御
狂
言
師
と
し
て
の
出
演
の
間
に
、
九
女
八
自
身
が
体

験
し
た
こ
と
は
、
後
に
記
す
。
な
お
、
九
女
八
が
御
狂
言
師
と
し
て
出
演
し
て

い
た
の
は
﹁
二
年
半
ば
か
り
﹂
と
い
う
。

こ
の
こ
ろ
、
月
の
う
ち
二
三
度
、
御
狂
言
の
催
し
が
あ
り
、
一
日
の
御
狂
言

の
稽
古
に
十
日
か
か
っ
た
と
い
う
が
（﹁
真
相
録
﹂）、
ほ
ぼ
毎
日
ず
っ
と
御
狂

言
の
た
め
に
か
か
り
き
り
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。﹁
真
相
録
﹂で
は
、（
三

津
江
師
匠
の
）﹁
家
で
は
碌
々
稽
古
を
す
る
事
も
出
来
ま
せ
ん
為
に
、
従
つ
て

お
弟
子
の
数
も
至
つ
て
少
な
う
御
座
い
ま
し
て
、
大
概
六
七
人
止
り
﹂
と
あ
る
。

御
狂
言
の
た
め
に
日
々
を
送
っ
て
い
た
三
津
江
と
そ
の
弟
子
達
、
ま
た
多
く
の

御
狂
言
師
の
姿
が
想
像
さ
れ
る
。

四
　「
御
狂
言
師
」
の
終
焉
と
薩
摩
座
へ
の
出
演

⑦
十
八
歳
、
師
匠
の
出
入
り
の
屋
敷
が
な
く
な
る
。﹁
御ご

扶ふ

置ち︵
マ
マ
︶も
あ
が
る
﹂

（﹁
百
話
﹂）。
こ
れ
は
い
つ
の
こ
と
な
の
か
。
御
狂
言
師
と
い
う
存
在
が
、
幕
藩

体
制
が
終
焉
し
た
際
に
、
運
命
を
共
に
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
ゆ
え
に
一

見
、
大
名
屋
敷
な
ど
へ
の
奉
公
が
無
く
な
り
扶
持
も
得
ら
れ
な
く
な
る
の
は
、

（
16
）
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慶
応
四
年
＝
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
と
思
え
る
。
だ
が
御
狂
言
と
い
う
も
の

が
開
催
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
は
、
も
う
少
し
早
い
段
階
の
よ
う
だ
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
現
在
得
ら
れ
た
資
料
と
し
て
、﹁
歌
舞
伎
御
狂
言
師
の
事
﹂（﹃
歌
舞

音
曲
﹄
第
四
号
、
一
九
〇
七
年
七
月
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
御
狂
言
師
に
つ
い
て

述
べ
る
中
で
九
女
八
に
つ
い
て
も
触
れ
る
も
の
で
、
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

其
後
慶
応
の
初
年
に
至
り
世
の
中
も
穏
か
な
ら
ざ
る
よ
り
諸
侯
の
奥
向
は

御
遠
慮
に
て
御
狂
言
の
催
し
な
ど
は
絶
て
な
き
ゆ
ゑ
、︹
九
女
八
は
︱
引

用
者
注
︺
こ
れ
を
市
中
に
て
興
行
せ
ん
と
思
ひ
立
ち
、
明
治
元
年
の
春
外

神
田
講
武
所
跡
薩
摩
座
（
慶
応
二
年
繰
あ
や
つ
り

座
に
て
新
築
当
時
休
業
）
を
借

受
て
興
行
す
る
運
び
に
至
れ
り
、

九
女
八
の
師
匠
で
あ
る
坂
東
三
津
江
の
御
狂
言
師
と
し
て
の
職
自
体
も
無
く

な
る
の
が
慶
応
の
初
年
で
あ
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
こ
ろ
に
御
狂
言

と
い
う
も
の
自
体
が
開
催
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
は
あ
り
得
る
こ
と
と
考

え
る
。
右
の
﹁
歌
舞
伎
御
狂
言
師
の
事
﹂
で
は
、
九
女
八
が
薩
摩
座
の
芝
居
に

出
た
の
を
明
治
元
年
と
す
る
が
、
続
け
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

此
時
丈
︹
九
女
八
︱
引
用
者
注
︺
は
御
狂
言
師
の
坂
東
を
名
乗
て
は
師
に

対
し
憚
り
あ
り
と
て
、
同
じ
家
名
な
る
（
大
和
屋
）
岩
井
粂
三
郎
の
弟
子

分
と
為
り
岩
井
粂
八
の
名
を
以
て
出
勤
し
た
る
が
即
ち
出
雲
の
於
国
以
降

女
歌
舞
伎
と
し
て
の
再
興
な
り

（
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﹁
坂
東
桂
八
﹂
の
名
で
芝
居
に
出
る
こ
と
は
困
る
と
師
匠
の
三
津
江
に
言
わ

れ
て
、同
じ
屋
号（
大
和
屋
）の
岩
井
半
四
郎
か
ら
粂
八
と
い
う
名
前
を
も
ら
っ

た
と
い
う
の
は
、
前
述
の
⑩
に
あ
っ
た
通
り
で
あ
る
。
年
代
に
合
致
す
る
岩
井

半
四
郎
は
、
八
代
目
（
一
八
二
九
︱
一
八
八
二
）
で
あ
る
。
半
四
郎
を
襲
名
し

た
の
は
明
治
五
年
二
月
で
あ
り
、
最
初
岩
井
久
次
郎
、
天
保
三
（
一
八
三
二
）

年
十
一
月
に
粂
三
郎
と
改
め
、
文
久
四
（
元
治
元
、
一
八
六
四
）
年
二
月
に
さ

ら
に
紫し
じ
ゃ
く若

と
改
名
し
た
。
そ
の
美
貌
と
、
平
素
も
し
と
や
か
で
女
性
ら
し
い
生

活
振
り
だ
っ
た
こ
と
で
有
名
な
女
形
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
九
女
八
が
﹁
粂
八
﹂
と
い
う
名
前
を
も
ら
い
、
薩
摩
座
に
出
演

し
た
の
が
明
治
元
年
で
あ
る
こ
と
は
、
正
し
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
か
ら
は
、
⑩

に
つ
い
て
先
に
考
え
て
み
た
い
。九
女
八
が
亡
く
な
っ
た
時
の
諸
新
聞
記
事
は
、

粂
八
と
い
う
名
前
を
も
ら
っ
た
の
を
一
様
に
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
十
一
月

の
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
そ
れ
以
降
に
、
両
国
の
小
屋
掛
け
芝
居
、
続
い
て
外
神

田
の
薩
摩
座
に
出
た
、
と
す
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
は
、
粂
八
の
名
を
も
ら
っ

て
寄
席
芝
居
に
出
、
そ
の
後
外
神
田
の
薩
摩
座
に
出
た
の
が
明
治
六
年
で
あ
る

と
す
る
も
の
も
あ
る
。

こ
こ
で
手
が
か
り
と
な
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、﹁
百
話
﹂
に
見
え
る
次
の
回

想
で
あ
る
。

其
時
半
四
郎
の
家
で
は
お
上
か
ら
親
孝
行
の
御
褒
美
を
戴
い
た
時
の
事
で

御
座
い
ま
し
て
、
私
は
そ
こ
へ
参
り
合
せ
て
始
め
て
盃
を
し
て
粂
八
と
云

ふ
名
を
貰
ひ
ま
し
た
の
で
御
座
い
ま
す

（
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）
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こ
の
よ
う
に
、
九
女
八
が
粂
八
と
い
う
名
を
も
ら
っ
た
と
き
、
丁
度
、
八
代

目
半
四
郎
（
当
時
紫
若
）
に
対
し
て
、
お
上
か
ら
﹁
親
孝
行
の
御
褒
美
﹂
が
あ
っ

た
と
い
う
。

そ
れ
が
い
つ
か
と
い
う
と
、
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
六
月
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
年
九
月
に
明
治
へ
の
改
元
が
行
わ
れ
る
が
、
同
年
五
月
、
新
政
府
は
町
奉

行
所
を
市
政
裁
判
所
と
改
め
、
引
き
続
き
江
戸
の
市
政
に
当
た
ら
せ
た
。
七
月

十
七
日
に
は
、
江
戸
は
東
京
と
改
め
ら
れ
、
市
政
裁
判
所
は
廃
止
さ
れ
東
京
府

が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
東
京
府
の
開
庁
は
八
月
十
七
日
で
あ
る
。
市

政
裁
判
所
が
存
在
し
た
の
は
わ
ず
か
三
个
月
ほ
ど
で
あ
る
が
、
こ
の
間
、
新
政

府
の
恩
威
を
示
す
た
め
、
慶
応
四
年
六
月
に
、
忠
僕
孝
子
に
褒
賞
が
行
わ
れ
た

と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
市
政
裁
判
所
が
発
行
し
た
、
政
令
布
告
の
た
め
の
﹃
市

政
日
誌
﹄（
慶
応
四
年
刊
、
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
）
に
見
え
る
。﹃
市
政
日
誌
﹄

第
二
号
、
第
三
号
に
渡
っ
て
、
褒
賞
の
対
象
と
な
っ
た
人
物
八
名
と
そ
の
事
由

の
申
し
渡
し
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、そ
の
中
に
半
四
郎（
当

時
紫
若
）
が
お
り
、
そ
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
第
二
号
）。
こ
の
申

し
渡
し
は
、
六
月
一
日
に
、
南
市
政
裁
判
所
に
お
い
て
行
わ
れ
た
と
い
う
。
振

り
仮
名
は
原
文
の
マ
マ
で
あ
る
。

〇
同
断
︹
引
用
者
注
︱
﹁
六
月
朔
日
南
裁
判
所
に
お
ゐ
て
申
渡
﹂
を
指
す
︺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猿
若
町
壱
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
蔵
地
借

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

歌
舞
伎
役
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
井
紫
若
事

（
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紫
若

其
方
儀
幼え
う

年
之
砌み
ぎ
り

よ
り
芸げ
い
ど
う
し
ゆ
つ
せ
い

道
出
精
い
た
し
、
祖そ

父ふ

代
よ
り
借し
や
く
ざ
い財
多
分

に
有
レ
之
、
難な
ん
じ
ふ渋
の
中
、
済す
み

か
た
不
レ
致
候
て
は
亡ば
う
ふ父
へ
対た
い

し
不
孝
に

相あ
ひ
あ
た
り当
候
と
て
、
過く
わ
は
ん
す
み

半
済
か
た
致
し
、
亡ば
う
そ
ふ
祖
父
、
亡
父
忌き

日
に
は
お
こ
た

り
な
く
画ぐ
わ
ざ
う像

を
掛か

ケ
追つ
い
ぜ
ん善

相あ
ひ
い
と
な
み営

、
平
日
と
も
母
の
心
に
叶か
な

ひ
候
様
心
を

用
ひ
孝か
う
や
う養

を
尽つ
く

し
、
同
居
に
さ
し
置
候
叔お

母ば

を
も
大
切
に
養や
し
な

ひ
上
下
の

愛あ
い
れ
ん憐

を
尽つ
く

し
候
故
、
召め
し
つ
か
ひ仕

の
も
の
共
も
何
れ
も
年
来
勤つ
と
め

つ
ゞ
き
、
目
上

の
も
の
共
に
安
心
い
た
さ
せ
、
常
々
孝
心
の
お
も
む
き
相
聞
へ
、
軽か
ろ

き
も

の
に
は
奇き

ど
く
の
儀
に
付
、
褒ほ
う
び美
と
し
て
鳥
目
三
拾
貫
文
と
ら
せ
遣
す

右
の
よ
う
に
、
亡
き
祖
父
、
父
へ
の
追
善
を
怠
り
な
く
、
そ
の
借
財
を
過
半
返

済
し
、
母
や
叔
母
に
孝
養
を
尽
く
し
た
と
い
う
理
由
に
よ
り
、
三
十
貫
文
を
下

賜
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
以
外
に
、
半
四
郎
が
江
戸
幕
府
や
明
治
政
府
か
ら
褒
賞
を
も
ら
っ
た

と
い
う
記
録
は
得
て
い
な
い
。
九
女
八
が
粂
八
と
い
う
名
前
を
貰
っ
た
の
も
、

こ
の
慶
応
四
（
明
治
元
）
年
六
月
頃
と
し
て
よ
い
と
考
え
る
。

そ
し
て
、
九
女
八
が
坂
東
桂
八
か
ら
岩
井
粂
八
に
な
っ
て
出
演
し
た
と
い
う

薩
摩
座
の
興
行
経
緯
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
て
も
、
薩
摩
座
へ
の
出
演
は
明
治

六
年
十
一
月
で
は
な
い
。
結
論
か
ら
い
う
と
、
薩
摩
座
は
、
明
治
六
年
十
一
月

に
は
す
で
に
興
行
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

簡
単
に
薩
摩
座
の
興
行
経
緯
に
つ
い
て
触
れ
よ
う
。
薩
摩
座
は
、
江
戸
初
期

か
ら
大
芝
居
中
村
座
の
あ
っ
た
堺
町
に
存
在
し
た
操
り
芝
居
の
小
屋
で
あ
る
。

天
保
の
改
革
に
際
し
、
薩
摩
座
と
、
も
う
一
つ
の
操
り
座
結
城
座
も
、
浅
草
の

（
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市
川
九
女
八
年
譜
稿
（
一
）

猿
若
町
に
移
転
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
の
薩
摩
座
の
座
元
は
大
薩
摩
吉
右
衛

門
で
あ
っ
た
。
だ
が
興
行
不
振
が
続
き
、
元
治
二
（
慶
応
元
、
一
八
六
五
）
年

三
月
十
五
日
に
は
、
薩
摩
座
は
筋
違
橋
門
外
講
武
所
附
町
屋
敷
（
現
・
千
代
田

区
外
神
田
一
丁
目
）
で
、
結
城
座
は
両
国
の
米
沢
町
二
丁
目
（
現
・
中
央
区
東

日
本
橋
一
丁
目
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
興
行
許
可
を
得
る
。
浅
草
寺
の
北
側
に
あ
っ

た
猿
若
町
か
ら
出
て
、
よ
り
江
戸
の
中
心
部
に
近
い
と
こ
ろ
で
の
興
行
を
許
可

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
同
年
四
月
十
五
日
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
興
行
を
開

始
し
た
よ
う
だ
が
衰
退
し
﹁
秋
の
頃
﹂
よ
り
興
行
を
休
ん
だ
と
い
う
（﹃
武
江

年
表
﹄）。
慶
応
三
年
五
月
十
九
日
の
﹃
武
江
年
表
﹄
の
記
事
で
は
、
外
神
田
で

操
芝
居
興
行
が
あ
っ
た
が
﹁
間
も
な
く
止
む
﹂
と
あ
る
。
世
情
の
不
安
定
さ
も

あ
り
、
興
行
に
は
苦
労
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

明
治
五
年
正
月
八
日
、
薩
摩
座
は
隣
家
の
出
火
に
よ
り
類
焼
し
て
し
ま
う
。

そ
し
て
同
年
二
月
に
は
、
薩
摩
座
は
南
鞘
町
（
現
・
中
央
区
京
橋
一
︱
二
丁
目
）

へ
の
移
転
を
願
い
出
て
、
許
可
さ
れ
て
い
る
。
明
治
五
年
五
月
二
十
五
日
に
は
、

薩
摩
座
の
座
元
大
薩
摩
吉
右
衛
門
は
、
人
形
操
り
に
、﹁
子
供
狂
言
﹂
を
取
り

交
ぜ
て
興
行
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
欲
し
い
と
い
う
出
願
を
東
京
府
に
行
い
、

同
月
晦
日
に
許
可
さ
れ
た
。

こ
の
願
書
に
、
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
興
行
経
緯
を
記
す
な

か
で
、
薩
摩
座
は
人
形
遣
い
の
主
だ
っ
た
者
が
亡
く
な
り
興
行
に
差
し
支
え
た

と
こ
ろ
か
ら
、
操
人
形
に
﹁
子
供
狂
言
﹂
を
取
り
ま
ぜ
て
興
行
を
し
た
い
と
慶

応
三
年
六
月
二
十
八
日
に
願
い
出
て
、
翌
四
年
四
月
六
日
に
許
可
さ
れ
た
と
い

う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
明
治
五
年
正
月
ま
で
、
神
田
旅
籠
町
三
丁
目

に
て
（
旧
・
講
武
所
附
町
屋
敷
、
明
治
二
年
に
改
称
︹﹃
日
本
歴
史
地
名
大

（
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系
﹄︺）、
人
形
操
り
に
子
供
狂
言
を
取
り
ま
ぜ
て
興
行
を
行
っ
て
い
た
と
い

う
。
こ
の
場
合
、
子
供
狂
言
と
い
う
の
は
、
年
少
の
役
者
に
よ
る
歌
舞
伎
狂
言

の
興
行
を
指
す
。
人
形
操
り
も
同
時
上
演
し
た
と
あ
る
が
、
あ
る
い
は
歌
舞
伎

狂
言
だ
け
を
興
行
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
後
、
明
治
六
年
八
月
に
は
、
大
薩
摩
座
は
沢
村
座
と
改
め
ら
れ
、
大
薩

摩
吉
右
衛
門
の
手
を
離
れ
た
。
沢
村
座
は
三
代
目
沢
村
田
之
助
ら
の
関
係
す
る

劇
場
で
あ
る
（
田
之
助
の
養
子
、
沢
村
百
之
助
が
座
元
と
な
っ
た
）。
大
薩
摩

吉
右
衛
門
は
こ
の
後
、
明
治
八
年
十
一
月
に
猿
若
町
で
経
営
不
振
に
陥
っ
た
宮

本
座
（
旧
・
市
村
座
）
を
引
き
継
ぎ
、
同
座
を
薩
摩
座
と
す
る
が
、
結
局
一
度

も
興
行
は
で
き
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
明
治
六
年
八
月
以
降
に
は
、
薩
摩
座
の
興
行
が
行
わ
れ
て
い

た
と
い
う
事
実
が
無
い
の
で
あ
る
。
諸
新
聞
記
事
に
あ
る
よ
う
に
、
九
女
八
が
、

明
治
六
年
十
一
月
に
粂
八
の
名
前
を
も
ら
っ
た
あ
と
、
外
神
田
の
薩
摩
座
に
出

演
し
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
ま
た
、
九
女
八
自
身
も
、﹁
明
治
と
相

成
り
ま
し
て
か
ら
私
は
大
胆
に
も
外
神
田
講
武
所
跡
の
繰
座
さ
つ
ま
座
の
休
業

し
て
を
る
の
を
借
受
ま
し
て
、
マ
ア
女
歌
舞
伎
と
い
ふ
や
う
な
お
芝
居
を
興
行

し
た
﹂
と
言
い
、
そ
し
て
﹁
薩
摩
座
は
三
四
回
の
興
行
で
間
も
な
く
自
火
で
焼

け
て
了し
ま

ひ
ま
し
た
﹂
と
述
べ
て
い
る
（
市
川
九
女
八
﹁
〇
昼
夜
の
給
金
僅
に
廿

銭
で
女
優
一
座
を
組
織
し
た
当
時
の
私
﹂︹
熊
谷
為
蝶
﹃
名
家
演
芸
ひ
か
へ
帳
﹄

東
雲
堂
、
一
九
一
〇
年
︺）。﹁
自
火
で
﹂
焼
け
た
と
い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

や
は
り
、
九
女
八
が
出
演
し
て
い
た
の
は
、
薩
摩
座
が
類
焼
す
る
明
治
五
年
正

月
以
前
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
出
演
の
開
始
の
時
期
は
、
薩
摩
座

で
操
り
芝
居
に
加
え
て
﹁
子
供
狂
言
﹂
が
許
可
さ
れ
た
慶
応
四
（
明
治
元
）
年

（
27
）

（
28
）
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四
月
以
降
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
岩
井
紫
若
か
ら
名
前
を
も
ら
っ
た
慶
応
四
年
六

月
頃
か
と
考
え
る
。
た
だ
、
倉
田
喜
弘
氏
は
、
神
田
雉
子
町
の
名
主
で
あ
っ
た

斎
藤
月げ
っ
し
ん岑
の
日
記
か
ら
、
結
城
座
に
お
い
て
慶
応
四
年
三
月
以
降
女
芝
居
が
興

行
さ
れ
、
薩
摩
座
も
そ
れ
に
続
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
月
岑
が
薩
摩
座
で
の
粂

八
出
演
を
﹁
翟
巣
日
記
﹂
慶
応
四
年
五
月
十
日
の
項
に
記
し
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
。
粂
八
と
名
乗
っ
た
の
は
六
月
よ
り
少
し
前
か
ら
で
、
正
式
な
弟

子
入
り
が
六
月
で
あ
る
も
の
か
。
九
女
八
は
薩
摩
座
で
の
興
行
を
、
前
述
の
よ

う
に
﹁
三
四
回
﹂
と
す
る
が
、
明
治
五
年
正
月
の
直
前
に
興
行
を
し
て
い
た
と

し
て
、
明
治
元
年
か
ら
四
年
ご
ろ
ま
で
に
﹁
三
四
回
﹂
で
は
少
な
い
と
思
わ
れ

る
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
こ
ろ
九
女
八
が
薩
摩
座
に
出
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

い
く
つ
か
の
資
料
を
得
て
い
る
。
こ
こ
で
の
九
女
八
は
、
大
変
人
気
が
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
後
に
ま
と
め
て
記
す
。

な
お
、
薩
摩
座
へ
一
緒
に
出
演
し
た
役
者
を
、
九
女
八
は
﹁
お
狂
言
が
無
く

な
つ
た
為
に
ブ
ラ
〳
〵
し
て
居
る
風
来
人
が
五
人
計
り
﹂
と
し
て
い
る
。
そ
の

中
に
﹁
松ま
つ
が賀

野の

大だ
い
と
う藤

﹂
の
娘
の
﹁
慈
童
﹂
が
お
り
、
慈
童
と
九
女
八
が
一
日
替

わ
り
で
﹁
先
代
萩
﹂
の
政
岡
を
つ
と
め
た
と
い
う
（
以
上
﹁
百
話
﹂）。
ほ
か
に

九
女
八
は
仁
木
弾
正
も
演
じ
た
と
い
う
。﹁
松
賀
野
大
藤
﹂
は
お
そ
ら
く
同
じ

御
狂
言
師
の
松
賀
流
家
元
だ
ろ
う
。
松
賀
流
は
松
平
加
賀
守
（
加
賀
藩
前
田

家
）
の
お
抱
え
御
狂
言
師
で
あ
っ
た
と
い
う
。
慈
童
と
は
、
松
賀
流
家
元
の
二

代
目
の
こ
と
で
あ
る
（
以
上
﹃
演
劇
百
科
大
事
典
﹄）。
西
形
節
子
氏
は
、
山
王

祭
の
附
祭
と
い
う
芸
能
（
扮
装
し
た
踊
り
子
た
ち
が
、
唄
・
三
味
線
・
囃
子
を

伴
っ
て
、
歩
き
な
が
ら
、
ま
た
は
台
の
上
で
芸
能
を
見
せ
る
も
の
）
に
出
演
し

た
芸
人
の
名
前
帳
な
ど
か
ら
、
幕
末
の
踊
り
の
師
匠
の
動
向
を
調
査
・
分
析
し

（
29
）

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
松
賀
流
家
元
の
過
去
帳
か
ら
、
初
代
松
賀
於お

藤ふ
じ

の
生
没

年
を
文
政
三
（
一
八
二
〇
）
年
︱
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
、
二
代
目
松
賀

慈
童
（
初
代
の
娘
）
の
生
没
年
を
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
︱
明
治
十
九
年

と
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
二
代
目
が
﹁
慈
童
﹂
と
名
乗
っ
た
こ
と
は
資
料
の
裏

付
け
が
な
い
こ
と
、
ま
た
、
祭
礼
の
記
録
か
ら
、
二
代
目
が
﹁
雄お

藤ふ
じ

﹂
の
名
前

を
譲
ら
れ
た
の
は
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
と
指
摘
す
る
。
九
女
八
と
一
緒
に

薩
摩
座
に
出
演
し
た
の
は
、
二
代
目
の
、
松
賀
雄
藤
で
あ
ろ
う
。

以
上
か
ら
、
九
女
八
の
履
歴
の
う
ち
、
⑩
岩
井
粂
八
の
名
前
を
も
ら
っ
た
の

は
慶
応
四
（
明
治
元
）
年
六
月
頃
、
薩
摩
座
に
出
演
し
た
の
も
、
慶
応
四
（
明

治
元
）
年
四
月
以
降
で
、
明
治
五
年
正
月
の
前
ま
で
で
あ
る
。

五
　
寄
席
芝
居
へ
の
出
演
に
つ
い
て

こ
こ
で
九
女
八
の
履
歴
を
遡
る
。
⑦
十
八
歳
で
師
匠
の
お
出
入
り
屋
敷
が
無

く
な
り
、
⑧
二
十
三
歳
ま
で
何
も
せ
ず
、
⑨
そ
の
後
寄
席
芝
居
に
出
演
す
る
。

⑦
の
十
八
歳
を
、
仮
に
﹁
歌
舞
伎
御
狂
言
師
の
事
﹂（﹃
歌
舞
音
曲
﹄
第
四
号
、

一
九
〇
七
年
七
月
）
に
あ
っ
た
よ
う
に
慶
応
の
初
年
、
す
な
わ
ち
慶
応
元
（
一

八
六
五
）
年
と
す
る
と
、
二
十
三
歳
は
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
と
な
る
。
そ

の
後
寄
席
芝
居
に
出
て
、
さ
ら
に
粂
八
の
名
前
を
も
ら
い
、
薩
摩
座
に
出
演
し

た
と
す
る
と
、
さ
き
ほ
ど
の
考
証
と
年
代
が
合
わ
な
く
な
る
。
も
し
二
十
三
歳

を
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
と
す
る
な
ら
、
十
八
歳
は
文
久
三
（
一
八
六
三
）

年
と
な
る
（
さ
ら
に
生
年
は
弘
化
三
年
と
な
る
）。﹁
十
八
歳
﹂
と
い
う
九
女
八

の
回
想
に
誤
り
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
師
匠
の
お
出
入
り
屋
敷
が
無
く
な
っ

（
30
）

（
31
）
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市
川
九
女
八
年
譜
稿
（
一
）

た
の
が
、
慶
応
よ
り
前
の
こ
と
で
あ
る
の
か
。
い
ま
、
年
齢
と
年
代
は
し
ば
ら

く
お
き
、
寄
席
芝
居
へ
の
出
演
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

維
新
前
に
御
狂
言
と
い
う
催
し
が
終
焉
を
迎
え
た
た
め
、﹁
や
が
て
は
御
出

入
邸や
し
き

の
一
軒
位
は
欲
し
い
つ
も
り
で
骨
を
折
つ
て
﹂
い
た
九
女
八
は
（﹁
真
相

録
﹂）、
別
の
道
を
探
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

そ
こ
で
⑨
の
よ
う
に
寄
席
芝
居
に
出
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
の
間
の
経

緯
に
つ
い
て
、﹁
伝
聞
記
㈠
﹂
は
以
下
の
よ
う
に
記
す
。
母
の
再
婚
相
手
吉
田

八
十
八
に
つ
い
て
、
九
女
八
は
﹁
ほ
ん
と
に
嫌
な
人
だ
っ
た
よ
﹂
と
言
っ
て
い

た
と
い
う
が
、
そ
の
義
父
が
年
頃
に
な
っ
た
九
女
八
に
手
を
出
そ
う
と
し
た
た

め
、
逃
げ
出
し
て
﹁
維
新
後
に
柳
橋
の
岩
井
粂
治
の
家
に
﹂
住
み
込
ん
だ
と
い

う
の
で
あ
る
。
九
女
八
は
、
母
の
再
婚
相
手
の
甥
の
妾
と
な
り
、
一
子
を
生
ん

だ
と
い
う
真
偽
不
明
の
記
事
も
見
ら
れ
る
。
と
も
か
く
、
九
女
八
が
岩
井
粂
八

と
な
る
前
に
、
柳
橋
の
岩
井
粂
治
の
家
に
同
居
し
た
、
と
い
う
の
は
亡
く
な
っ

た
時
の
諸
新
聞
記
事
に
も
見
え
る
。
岩
井
粂
治
は
、
や
は
り
女
性
の
踊
り
の
師

匠
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
西
形
節
子
氏
の
論
文
に
お
い
て
、
万
延
元
（
一
八
六
〇
）

年
の
山
王
祭
附
祭
の
資
料
の
中
で
、
難
波
町
・
高
砂
町
（
現
・
中
央
区
日
本
橋

人
形
町
二
丁
目
・
日
本
橋
富
沢
町
）
の
﹁
花
尽
し
牡
丹
の
見
立
﹂
の
中
で
、
後

見
と
し
て
﹁
岩
井
粂
次
﹂
が
見
え
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
﹁
花
尽
し
牡

丹
の
見
立
﹂
の
出
演
者
に
、﹁
重
忠
の
学
び
引
抜
石
橋　

岩
井
粂
八　

十
六
歳
﹂

が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
畠
山
重
忠
の
扮
装
を
し
て
、
そ
の
後
衣
裳
を
引
き
抜

い
て
石
橋
の
扮
装
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。こ
の
粂
八
は
市
川
九
女
八
な
の
か
。

自
分
で
も
資
料
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
千
代
田
区
立
日
比
谷
図
書
文
化
館
所
蔵
の

万
延
元
年
の
山
王
祭
附
祭
の
番
付
お
よ
び
芸
人
練
子
名
前
帳
に
、
同
じ
﹁
牡
丹

（
32
）

（
33
）

の
見
立
﹂
の
名
前
帳
が
あ
り
、﹁
粂
八
﹂﹁
岩
井
粂
治
﹂
の
名
前
が
見
ら
れ
た
（
各

種
名
前
帳
の
住
所
本
名
か
ら
、
粂
次
と
粂
治
は
同
一
人
物
で
あ
る
）。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
岩
井
粂
治
は
﹁
下
柳
原
同
朋
町
／
鐘
太
郎
地
借
く
め
事
／
岩
井
粂
治
﹂

（
年
齢
記
載
な
し
）、
粂
八
は
﹁
下
柳
原
同
朋
町
／
鐘
太
郎
店
か
め
娘
／
粂
八
／

十
六
才
﹂
と
あ
る
。
同
じ
演
目
の
出
演
者
の
中
に
、﹁
た
ま
﹂
十
八
才
が
見
え

る
が
、
こ
の
女
性
も
﹁
鐘
太
郎
店
か
め
娘
﹂
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
粂
八

は
、﹁
か
め
﹂
と
い
う
女
性
の
娘
で
あ
り
、
下
柳
原
町
に
住
み
、
た
ま
と
い
う

姉
と
一
緒
に
参
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
岩
井
粂
八
は
、
市
川
九
女
八
と

同
一
人
物
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
不
明
な
点
も
あ
る
。
な
お
、
明
治
八

（
一
八
七
五
）
年
刊
﹃
諸
芸
人
名
録
﹄﹁
踊
リ
之
部
﹂
で
は
、
岩
井
半
四
郎
門
弟

と
し
て
、
上
等
之
部
に
﹁
浅
草
茅
町　

岩
井
粂
治
﹂
が
み
え
る
。
九
女
八
（
粂

八
）
も
粂
治
と
並
ん
で
名
前
が
見
え
る
（
浅
草
寺
地
中
と
あ
る
）。

﹁
伝
聞
記
㈠
﹂
に
も
ど
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
粂
治
は
芸
妓
屋
を
し
て
お

り
、
そ
の
た
め
九
女
八
は
最
初
芸
妓
に
な
ら
な
い
か
と
勧
め
ら
れ
た
が
、
断
っ

た
の
で
、
女
役
者
に
な
ら
な
い
か
と
言
わ
れ
、
そ
れ
は
大
好
き
な
の
で
両
国
の

小
屋
掛
け
の
﹁
お
で
で
こ
芝
居
﹂
に
出
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
お
で
で
こ

芝
居
と
は
、
両
国
広
小
路
な
ど
で
行
わ
れ
た
、
小
屋
掛
け
の
芝
居
で
、
三
座
の

役
者
と
は
別
の
役
者
達
に
よ
る
ご
く
安
値
の
小
芝
居
の
呼
称
で
あ
っ
た
。﹁
伝

聞
記
㈠
﹂
は
ま
た
、
粂
治
は
、
幕
末
・
明
治
初
期
の
漢
詩
人
成
島
柳
北
（
一
八

三
七
︱
一
八
八
四
）
の
世
話
に
な
っ
て
い
た
人
で
、﹁
お
で
で
こ
芝
居
﹂
の
太

夫
元
は
別
の
人
物
だ
が
、
実
際
の
金
主
は
柳
北
で
あ
っ
た
と
記
す
。
芝
居
は
粂

治
が
一
通
り
の
采
配
を
振
る
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
芝
居
に
は
腕
達
者
な
三

姉
妹
が
い
て
、
世
間
で
は
﹁
三
姉
妹
の
芝
居
﹂
と
い
っ
て
有
名
で
あ
り
、
一
座

（
34
）

（
35
）

（
36
）
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の
中
に
女
役
者
の
松
本
錦
糸
、
な
か
に
一
人
、
男
で
の
ち
の
市
川
寿
美
蔵
（
五

代
目
、
一
八
四
五
︱
一
九
〇
六
）
が
い
た
と
い
う
。
こ
の
市
川
寿
美
蔵
が
最

初
、
坂
東
佳
根
三
郎
と
い
う
名
前
で
両
国
垢
離
場
の
芝
居
に
出
て
い
た
こ
と
は

有
名
で
あ
る
。﹁
伝
聞
記
㈠
﹂
は
、
九
女
八
は
最
初
﹁
粂
治
﹂
と
い
う
名
前
を

借
り
て
出
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も
し
て
い
る
。
や
が
て
九
女
八
は
、
粂
治
の

世
話
で
岩
井
半
四
郎
の
弟
子
と
な
り
、
岩
井
粂
八
と
な
っ
た
と
す
る
。

以
上
の
こ
と
は
、
⑨
に
見
え
る
、
魚
河
岸
の
魚
屋
西
茂
が
発
起
人
と
な
っ
た
、

八
代
目
市
川
團
十
郎
の
弟
子
の
団
三
郎
の
﹁
寄
席
芝
居
﹂（
寄
席
に
お
い
て
行

わ
れ
る
芝
居
興
行
）
の
一
座
と
い
う
こ
と
と
、
内
容
上
の
重
な
り
が
み
え
な
い
。

い
ま
、
西
茂
や
市
川
団
三
郎
に
つ
い
て
、
詳
細
を
得
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
た
だ

し
、
寄
席
芝
居
に
お
い
て
十
三
、
四
歳
の
子
役
上
が
り
の
役
者
の
ほ
か
に
、﹁
柳

橋
の
下
地
ッ
子
﹂
の
十
三
歳
く
ら
い
の
子
、
つ
ま
り
芸
者
の
見
習
い
が
い
た
と

い
う
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
芸
者
の
見
習
い
の
子
は
、
柳
橋
の
芸
妓
屋
で

あ
っ
た
と
い
う
岩
井
粂
治
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

成
島
柳
北
と
岩
井
粂
治
と
の
関
わ
り
や
、﹁
お
で
で
こ
芝
居
﹂
と
柳
北
に
つ

い
て
も
、
現
在
ほ
と
ん
ど
調
査
が
で
き
て
お
ら
ず
次
回
以
降
に
考
え
て
い
き
た

い
。
倉
田
喜
弘
氏
は
、
明
治
初
期
に
禁
令
を
受
け
て
も
寄
席
芝
居
が
繰
り
返
し

行
わ
れ
、女
性
も
出
演
し
た
と
い
う
重
要
な
指
摘
を
し
て
お
り
、こ
の
点
や﹁
女

芝
居
﹂、
粂
八
と
い
う
名
前
と
粂
治
に
つ
い
て
も
別
の
機
会
と
し
た
い
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
九
女
八
に
と
っ
て
こ
の
﹁
寄
席
芝
居
﹂
あ
る
い
は
﹁
お
で
で
こ

芝
居
﹂
は
初
舞
台
と
な
っ
た
。

﹁
伝
聞
記
㈠
﹂は
、九
女
八
は
後
に
、役
者
に
な
っ
た
の
は
二
十
三
歳
か
ら
だ
っ

た
と
言
っ
て
い
た
と
す
る
。
そ
し
て
お
で
で
こ
芝
居
に
出
た
時
分
を
二
十
三
と

（
37
）

（
38
）

（
39
）

（
40
）

す
る
と
、
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
頃
に
な
る
と
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な

ら
ば
、
九
女
八
の
十
八
歳
は
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
と
な
り
、
生
年
は
弘
化

元
年
と
な
る
。

六
　
ま
と
め

結
局
、
九
女
八
の
生
年
は
諸
説
が
あ
る
、
と
い
う
域
を
出
ら
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
幕
末
の
九
女
八
の
動
向
を
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
生
年
は
天
保
年
間

で
は
な
く
、
弘
化
年
間
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。
仮
に
天
保
五

（
一
八
三
四
）
年
生
ま
れ
と
す
る
と
、
十
八
歳
で
は
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
、

二
十
三
歳
で
は
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
と
な
る
。
そ
の
後
、
明
治
元
年
に
至

る
ま
で
は
十
二
年
あ
る
。﹁
真
相
録
﹂
に
お
け
る
、
寄
席
芝
居
に
出
演
後
﹁
其そ

の

う
ち
に
薩
摩
座
の
お
芝
居
が
纏
ま
る
事
に
な
り
ま
し
た
﹂と
い
う
表
現
か
ら
も
、

九
女
八
が
十
二
年
も
の
間
を
寄
席
芝
居
あ
る
い
は
お
で
で
こ
芝
居
で
過
ご
し
た

と
も
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
岩
井
粂
八
の
名
前
を
紫
若
よ
り
も
ら
っ
て
そ
の

門
弟
と
な
っ
た
の
が
、
慶
応
四
（
明
治
元
）
年
六
月
ご
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
が
確

実
に
九
女
八
の
二
十
三
歳
以
降
な
の
で
あ
れ
ば
、
生
年
は
弘
化
四
年
と
は
考
え

に
く
い
。
弘
化
三
年
生
ま
れ
で
は
、
慶
応
四
（
明
治
元
）
年
が
ち
ょ
う
ど
二
十

三
歳
、
弘
化
四
年
生
ま
れ
で
は
二
十
二
歳
と
な
る
。
ち
ょ
う
ど
二
十
三
に
な
っ

た
と
き
に
、
寄
席
芝
居
（
あ
る
い
は
お
で
で
こ
芝
居
）
に
で
て
、
数
个
月
で
薩

摩
座
に
出
演
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
弘
化
三
年
が
生
年
で
も
お
か
し

く
な
い
。
し
か
し
弘
化
四
年
で
は
、
二
十
三
歳
説
を
正
し
い
と
み
る
場
合
、
年



－ 13 －

市
川
九
女
八
年
譜
稿
（
一
）

令
が
合
わ
な
い
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
九
女
八
の
生
年
を
、
弘
化
元
︱
三
年
の

間
と
と
ら
え
て
お
き
た
い
。

最
後
に
、
生
年
は
確
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
以
下
に
年
譜
稿
と
し
て
九
女
八

の
履
歴
を
ま
と
め
て
お
く
。
こ
こ
に
は
﹁
百
話
﹂
や
﹁
真
相
録
﹂
に
見
え
る
細

か
い
記
述
や
、
芝
居
で
の
役
回
り
な
ど
も
記
す
。

次
回
は
、
薩
摩
座
が
類
焼
し
た
あ
と
、
九
女
八
が
ど
の
よ
う
な
道
を
た
ど
っ

た
か
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
み
て
い
き
た
い
。
本
稿
で
残
し
た
課
題
は
多
い

が
、
墓
所
の
件
、
御
狂
言
師
、
女
芝
居
、
成
島
柳
北
と
岩
井
粂
治
な
ど
に
つ
い

て
も
、
機
会
を
得
て
ま
と
め
た
い
。

︹
年
譜
︺

〇
弘
化
元
︱
三
年
（
一
八
四
四
︱
四
六
）　

誕
生　

一
歳

江
戸
・
神
田
豊
島
町
に
生
ま
れ
る
。
父
横
田
彦
八
、
母
な
か
。
父
は
も
と
川

越
在
の
郷
士
。
三
人
扶
持
を
得
て
牛
込
赤
城
下
に
住
む
。

〇
嘉
永
三
︱
五
年
ご
ろ
（
一
八
五
〇
︱
五
二
）　

七
歳

牛
込
赤
城
神
社
境
内
の
踊
り
師
匠
、
坂
東
三
江
八
に
つ
い
て
、
踊
り
を
習
い

始
め
る
。
最
初
は
父
に
反
対
さ
れ
る
が
、
七
つ
の
祝
い
に
﹁
汐
汲
﹂
を
踊
り
、

招
か
れ
て
い
た
父
の
同
役
衆
が
大
変
誉
め
た
の
で
父
も
許
す
。月
謝
は
二
銭
、

晦
日
銭
が
一
銭
、
合
わ
せ
て
一
个
月
の
稽
古
に
三
銭
（﹁
百
話
﹂）。

〇
安
政
二
︱
四
年
ご
ろ
（
一
八
五
五
︱
五
七
）　

十
二
歳

父
横
田
彦
八
が
亡
く
な
る
（﹁
伝
聞
記
㈠
﹂
で
は
安
政
五
年
）。﹁
坂
東
桂
八
﹂

と
い
う
名
取
り
に
な
り
、
寺
町
で
踊
り
を
教
え
る
。
そ
の
後
、
母
は
再
婚
す

る
。
義
父
は
﹁
至
つ
て
道
楽
者
﹂（﹁
百
話
﹂）。

〇
安
政
五
︱
万
延
元
年
ご
ろ
（
一
八
五
八
︱
六
〇
）　

十
五
歳

小
石
川
伝
通
院
前
の
坂
東
三
津
江
に
改
め
て
入
門
。
毎
朝
早
く
師
匠
の
家
に

で
か
け
、
五
つ
時
（
午
前
八
時
ご
ろ
）
ま
で
は
勝
手
元
を
働
き
、
そ
れ
か
ら

踊
り
を
教
わ
る
（﹁
百
話
﹂）。

〇
安
政
六
︱
文
久
元
年
ご
ろ
（
一
八
五
九
︱
六
一
）　

十
六
歳

小
石
川
水
道
町
に
移
転
し
、
踊
り
の
師
匠
と
な
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
御
狂
言

師
で
あ
る
師
匠
三
津
江
に
つ
い
て
、
大
名
屋
敷
の
御
狂
言
に
出
演
す
る
。
以

下
、
御
狂
言
出
演
に
際
し
て
の
出
来
事
。

・
三
津
江
は
月
の
う
ち
二
度
三
度
は
御
狂
言
に
出
た
。
一
日
の
御
狂
言
の
た

め
に
、
稽
古
は
十
日
余
り
も
掛
か
る
（﹁
真
相
録
﹂﹁
百
話
﹂）。

・
黒く
ろ
ご布
を
着
た
後
見
や
、
仕
出
し
の
腰
元
を
し
た
（﹁
真
相
録
﹂）。

・
舞
台
へ
は
あ
ま
り
出
な
か
っ
た
が
、
三
津
江
師
匠
の
も
と
で
踊
り
を
十
五

番
仕
上
げ
た
（﹁
真
相
録
﹂）。

・
始
終
後
見
に
出
て
師
匠
の
演
技
を
見
て
い
た
の
が
修
行
と
な
っ
た
（﹁
真

相
録
﹂）。

・
踊
り
と
し
て
は
、立
役
と﹁
と
ぼ
け
る
者
﹂を
多
く
教
わ
っ
た（﹁
真
相
録
﹂）。

・
踊
り
は
大
抵
﹁
お
狂
言
物
﹂
と
い
っ
て
八
重
垣
姫
、
雪
姫
、
盛
綱
、
光
秀

な
ど
、
義
太
夫
物
を
多
く
習
っ
た
（﹁
百
話
﹂）。

・
体
が
細
い
ほ
う
な
の
で
、
役
と
し
て
は
女
形
を
多
く
演
じ
て
い
た
（﹁
真

相
録
﹂）。

・
あ
る
時
の
御
狂
言
で
、﹁
伊
勢
音
頭
﹂
の
太
々
神
楽
（﹃
伊い

勢せ

音お
ん
ど頭
恋
こ
い
の

寝ね
た
ば刃
﹄
二
幕
目
）
の
講
中
に
出
た
の
が
初
の
立
役
。
鬘
が
足
り
ず
、﹁
忠

臣
蔵
﹂
の
本
蔵
の
白
髪
鬘
を
被
っ
た
。﹁
只
今
此こ

所ゝ
へ
藤
浪
様
が
お
出
で
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に
御
座
り
ま
す
﹂
と
い
う
せ
り
ふ
を
言
う
。
こ
の
た
っ
た
一
言
の
男
の
せ

り
ふ
が
ど
う
し
て
も
言
え
ず
師
匠
は
﹁
此
子
に
は
出
来
な
い
﹂
と
言
っ
た

が
、
お
し
ま
さ
ん
と
い
う
人
が
親
切
に
教
え
て
く
れ
、
師
匠
に
無
理
に
頼

み
込
ん
で
出
演
（﹁
真
相
録
﹂）。

・
有
馬
家
（
久
留
米
藩
）
で
御
狂
言
の
催
し
が
あ
っ
た
と
き
、﹁
鏡
山
﹂
が

出
た
（﹃
鏡
山
旧
こ
き
ょ
う
の

錦
絵
﹄）。
友
次*

と
い
う
人
の
岩
藤
で
、
三
津
江
師

匠
が
お
初
。
序
幕
、
花
見
の
幕
切
れ
で
、
す
の
こ
へ
上
が
っ
て
桜
の
花
び

ら
を
散
ら
す
役
を
勤
め
た
。
有
馬
家
は
三
津
江
の
お
出
入
り
屋
敷
で
は
な

く
、
特
別
の
依
頼
が
あ
っ
て
出
演
し
た
も
の
。
そ
れ
ゆ
え
、
舞
台
上
の
す

の
こ
も
勝
手
が
違
い
、
九
女
八
は
怖
く
て
し
か
た
が
な
か
っ
た
。
花
を
散

ら
す
と
い
う
と
き
、手
に
持
っ
て
い
た
花
び
ら
を
一
時
に
離
し
て
し
ま
い
、

岩
藤
の
頭
へ
花
び
ら
が
積
も
っ
て
し
ま
う
と
い
う
失
敗
を
し
た
。
師
匠
に

詫
び
を
し
た
が
、
自
分
（
三
津
江
）
の
出
演
時
な
ら
と
も
か
く
、
人
様
が

出
て
い
る
と
き
に
失
敗
を
し
て
は
許
さ
れ
な
い
と
言
わ
れ
、
な
か
な
か
事

が
済
ま
な
か
っ
た
（﹁
真
相
録
﹂）。
こ
の
こ
と
は
、
倒
扇
子
﹁
最
初
の

失し
く
じ
り錯

﹂（﹃
歌
舞
伎
﹄
一
五
九
号
、
一
九
一
三
年
九
月
）
に
も
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
九
女
八
は
御
狂
言
師
の
こ
ろ
、
お
信の
ぶ

と
呼
ん
だ
と
あ

る
。

＊
友
次･･･

中
村
登
茂
二
か
。
前
掲
、
嘉
永
五
年
刊
の
御
狂
言
師
の

番
付
で
は
東
の
大
関
に
﹁
大
極
上
上
吉
／
日
本
橋
﹂
と
し
て
載
る
。

嘉
永
五
年
の
連
名
双
六
で
は
﹁
中
村
友
治
﹂
が
見
え
る
。
ま
た
、

前
掲
嘉
永
六
年
の﹃
細
撰
記
﹄﹁
を
ど
り
や
げ
い
﹂で
は
筆
頭
に﹁
日

本
ば
し
／
登
茂
二
﹂。

・
大
名
屋
敷
附
き
の
御
狂
言
師
が
お
召
し
抱
え
に
な
る
と
き
、
御
目
見
得
の

踊
り
を
披
露
す
る
が
、
多
く
こ
の
踊
り
の
相
方
に
頼
ま
れ
、
主
に
立
役
を

踊
っ
て
い
た
の
が
修
行
に
な
っ
て
い
る
（﹁
真
相
録
﹂）。

・﹁
市
川
久
米
八
﹂（﹃
新
小
説
﹄
一
九
〇
三
年
一
月
）

 

十
八
ぐ
ら
い
の
頃
に
﹁
仲お
な
じ間

お
狂
言
師
﹂
と
立
ち
廻
り
の
稽
古
を
し
て
、

い
く
ら
稽
古
し
て
も
出
来
ず
、
と
う
と
う
徹
夜
を
し
た
上
、
二
人
共
疲
れ

て
、
棒
を
握
っ
た
ま
ま
気
絶
し
俯
せ
に
倒
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

・﹁
市
川
△
△
△
﹂（
増
永
徂
春
﹃
当
世
楽
屋
雀
﹄
盛
林
堂
、
一
九
〇
二
年
）

 

九
女
八
が
御
狂
言
師
で
売
り
出
し
た
の
は
﹃
白
縫
譚
﹄
に
﹁
雪
之
助
﹂*

を
し
た
と
き
。

＊
﹃
白
縫
譚
﹄
に
﹁
雪
之
助
﹂･･･

﹃
白
縫
譚
﹄
は
柳
下
亭
種
員
ほ

か
作
、
歌
川
豊
国
ほ
か
画
の
合
巻
で
、
嘉
永
二
年
か
ら
明
治
十
八

年
刊
行
。
歌
舞
伎
で
は
、
嘉
永
六
年
、
江
戸
・
河
原
崎
座
で
二
代

目
河
竹
新
七
（
黙
阿
弥
）
が
劇
化
上
演
。
合
巻
で
は
﹁
雪
之
助
﹂

と
い
う
登
場
人
物
は
み
え
ず
、﹁
青
柳
春
之
助
﹂
ま
た
は
﹁
雪
岡

冬
治
郎
﹂
の
誤
り
か
。
高
田
衛
監
修
、
佐
藤
至
子
編
・
校
訂
﹃
白

縫
譚
﹄
上
中
下
参
照
（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
六
年
）。

〇
文
久
元
︱
三
年
ご
ろ
（
一
八
六
一
︱
六
三
）　

十
八
歳

師
匠
三
津
江
の
御
狂
言
師
と
し
て
の
職
が
無
く
な
る
。
御
狂
言
に
出
ら
れ
な

く
な
る
。

〇
慶
応
二
︱
慶
応
四
（
明
治
元
）
年
ご
ろ
（
一
八
六
六
︱
六
八
）　

二
十
三
歳

こ
の
こ
ろ
ま
で
何
も
せ
ず
芝
居
ば
か
り
見
て
い
る
。
浅
草
に
移
転
す
る
。
こ

の
年
以
降
に
、
寄
席
芝
居
あ
る
い
は
両
国
の
お
で
で
こ
芝
居
に
出
演
す
る
。
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市
川
九
女
八
年
譜
稿
（
一
）

髪
を
切
り
、﹁
チ
ョ
ン
髷
﹂
と
な
っ
て
出
演
。
寄
席
芝
居
に
は
十
三
四
位
の

子
役
上
が
り
の
役
者
、柳
橋
の
下
地
ッ
子
の
十
三
位
の
子
も
出
演（﹁
百
話
﹂）。

・﹁
百
話
﹂﹁
真
相
録
﹂
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
役
を
し
た
か
は
不
明

な
が
ら
、
九
女
八
は
多
く
立
役
の
踊
り
を
習
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
寄
席
芝

居
で
は
好
ん
で
立
役
に
廻
っ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。﹁
伝
聞
記
㈠
﹂
は
、

最
初
座
頭
附
の
腰
元
で
出
演
し
て
い
た
粂
八
に
、
だ
ん
だ
ん
役
が
つ
き
人

気
が
出
て
、
代
役
で
扇
屋
の
桂
子
（﹃
源
平
魁
躑
躅
﹄﹁
扇
屋
熊
谷
﹂
に
登

場
す
る
、
平
敦
盛
の
恋
人
役
）
を
演
じ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
お
で

で
こ
芝
居
の
三
姉
妹
に
嫉
妬
さ
れ
、
何
者
か
に
茶
碗
に
水
銀
を
入
れ
ら
れ

た
が
、
九
女
八
の
芸
を
見
抜
い
て
世
話
を
し
て
く
れ
た
チ
ョ
ボ
（
義
太
夫

語
り
）
の
﹁
大
太
夫
﹂
が
湯
呑
み
を
落
と
し
て
助
け
て
く
れ
た
と
い
っ
た

話
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
年
代
は
不
明
な
が
ら
、
こ
の
大
太
夫
の
世
話
で

新
宿
の
遊
女
屋
の
踊
り
や
芝
居
の
指
導
役
に
な
っ
た
と
き
、
九
女
八
は
初

め
て
弟
子
の
紫
女
八*

を
と
っ
た
と
い
う
話
も
あ
る
。

＊
紫
女
八･･･

前
掲
﹁
東
京
府
内
俳
優
人
名
書
上
﹂
に
見
え
る
岩
井

紫
女
八
と
す
る
な
ら
（
文
久
元
年
七
月
三
日
生
、﹁
京
橋
区
大
鋸

町
拾
弐
番
地
／
今
井
市
太
郎
妹　

津
祢
事
﹂）、
明
治
元
年
に
八
歳

で
あ
り
、
弟
子
入
り
は
早
く
と
も
明
治
初
年
以
後
、
し
た
が
っ
て
、

九
女
八
が
新
宿
の
遊
女
屋
で
指
導
し
た
と
い
う
の
も
明
治
維
新
以

後
で
は
な
い
か
。

〇
慶
応
四
（
明
治
元
）
年
（
一
八
六
八
）
六
月
ご
ろ　

二
十
三
～
二
十
五
歳

薩
摩
座
に
出
演
す
る
に
あ
た
り
、
師
匠
三
津
江
に
断
り
を
入
れ
る
。﹁
真
相

録
﹂
で
は
、﹁
私
も
踊
の
師
匠
で
は
思
ふ
様
に
弟
子
が
取
れ
ま
せ
ん
か
ら
、

此
度
役
者
の
仲
間
へ
入
つ
て
薩
摩
座
へ
出
勤
い
た
し
ま
す
﹂
と
九
女
八
が
言

う
と
、
師
匠
は
苦
い
顔
を
し
て
、﹁
そ
れ
は
怪
し
か
ら
ぬ
話
で
あ
る
け
れ

ど
、
し
か
し
只
遊
ん
で
も
居
ら
れ
ま
い
し
、
芸
の
事
で
身
を
立
て
る
の
だ
か

ら
強
て
止
め
は
し
ま
せ
ん
が
、
私
の
上
げ
た
坂
東
桂
八
と
云
ふ
名
で
出
ら
れ

て
は
困
る
、
幸
ひ
同
じ
大
和
屋
の
事
だ
か
ら
半
四
郎
の
弟
子
に
な
つ
た
ら
よ

か
ろ
う
﹂
と
不
承
不
承
に
承
知
し
て
く
れ
た
、
と
あ
る
（
師
匠
の
言
葉
は

﹁
百
話
﹂
も
ほ
ぼ
同
じ
）。
そ
こ
で
早
速
岩
井
紫
若
（
半
四
郎
）
の
門
弟
と
な

り
、
岩
井
粂
八
の
名
前
を
も
ら
う
。
紫
若
が
市
政
裁
判
所
よ
り
褒
賞
を
受
け

た
こ
ろ
で
あ
る
（﹃
市
政
日
誌
﹄
二
号
）。

〇
慶
応
四
（
明
治
元
）
年
六
月
以
降
か
ら
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
正
月
以
前

ま
で　
　
　
　

二
十
三
～
二
十
七
歳
、
あ
る
い
は
二
十
五
歳
～
二
十
九
歳

外
神
田
（
現
・
千
代
田
区
外
神
田
一
丁
目
）
の
薩
摩
座
に
出
演
。
そ
の
頃
に

つ
い
て
記
さ
れ
た
も
の
は
以
下
の
通
り
。

・
九
女
八
は
開
場
時
に
﹁
先
代
萩
﹂
の
政
岡
を
松
賀
慈
童
（
二
代
目
松
賀
雄

藤
）
と
一
日
交
替
で
つ
と
め
、
ほ
か
に
仁
木
弾
正
も
演
じ
た
（﹁
百
話
﹂﹁
真

相
録
﹂）。
下
廻
り
に
は
出
ず
に
済
ん
だ
（﹁
真
相
録
﹂）。

・
薩
摩
座
で
由
良
之
助
を
演
じ
た
時
、
羽
二
重
を
掛
け
て
か
ら
鬘
を
付
け
る

工
夫
を
初
め
て
試
み
た
（﹁
真
相
録
﹂）。

・
関
根
黙
庵
﹁
昔
の
お
で
で
こ
芝
居
﹂（﹃
演
芸
倶
楽
部
﹄
第
一
巻
第
一
号
、

一
九
一
二
年
三
月
）

 
﹁
薩
摩
座
が
出
来
た
時
に
今
の
九
女
八
が
岩
井
粂
八
と
云
つ
て
座
頭
に
据

り
、
松
賀
お
藤
花
吉
な
ど
ゝ
い
ふ
女
優
一
座
で
興
行
し
て
居
た
の
を
見
た

事
が
あ
つ
た
や
う
に
覚
え
て
ゐ
る
。﹂
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・
饗
庭
篁
村
（
竹
の
屋
主
人
）﹁
久
米
八
に
つ
い
て
﹂（﹃
東
京
朝
日
新
聞
﹄

一
九
一
三
年
七
月
二
十
八
日
付
）

 

﹁
予
は
明
治
二
三
年
頃
か
外
神
田
の
薩
摩
座
に
て
此
優
の
玉
藻
前
三
段
目

道
春
館
の
後
室
を
始
め
て
見
て
、
立
派
な
女
役
者
で
あ
る
、
岩
井
粂
八
と

粂
三
郎
の
弟
子
分
に
な
つ
て
は
居
る
が
凜
と
し
た
調
子
で
﹁
ヤ
ア
過
言
な

り
金
藤
次
﹂
と
長
刀
を
搔
い
込
だ
態
度
は
彦
三
郎*

張
な
ら
ん
と
思
つ
た
﹂

＊
五
代
目
坂
東
彦
三
郎
（
一
八
三
二
︱
七
七
）。

・
竹
柴
其
水
﹁
逝
け
る
女
優
九
女
八
﹂（﹃
歌
舞
伎
﹄
一
五
九
号
、
一
九
一
三

年
九
月
）

 

﹁
明
治
初
年
の
事
で
、
私
が
ま
だ
見
習
作
者
の
頃
﹂、
薩
摩
座
で
九
女
八
ら

の
一
座
を
前
に
本
読
み
を
し
た
と
い
う
。﹁
確
か
二
三
回
目
の
興
行
で
あ

つ
た
と
記
憶
し
て
ゐ
ま
す
が
、
そ
の
頃
私
は
守
田
座
に
ゐ
ま
し
た
が
、
桜

田
（
左
交
）
さ
ん
の
命お
ほ

せ
で
、
本
読
を
し
て
来
て
く
れ
ろ
と
頼
ま
れ
て
往

つ
た
事
が
あ
る
。狂
言
は
皿
屋
敷
の
責
め
か
ら
三
平
世
話
場
ま
で
ゞ
し
た
﹂

と
あ
る
。
九
女
八
ら
は
涙
を
流
し
て
本
読
み
に
聞
き
入
り
、
女
役
者
は

﹁
も
っ
と
ガ
サ
ツ
な
も
の
か
﹂
と
思
っ
て
い
た
其
水
は
感
心
し
た
と
い
う
。

文
中
、
桜
田
左
交
は
三
代
目
桜
田
治
助
で
、
其
水
は
最
初
治
助
に
入
門
し
、

そ
の
後
二
代
目
河
竹
新
七
（
黙
阿
弥
）
の
門
弟
と
な
っ
た
。

・
坤
乾
亭
﹁
維
新
前
後
の
芝
居
や
寄
席
﹂（﹃
演
芸
倶
楽
部
﹄
第
三
号
第
九
号
、

一
九
一
四
年
九
月
）

 

空
き
座
と
な
っ
た
薩
摩
座
へ
﹁
女
俳
優
の
一
行
﹂
が
か
か
り
、
そ
の
座
頭

は
岩
井
粂
八
で
、﹁
お
目
見
得
﹂
は
﹁
浅あ
さ
ま
が
た
け

間
嶽
に
傾
城
鏡
山
に
縁
結
の
上

る
り
で
あ
つ
た
﹂*

。
続
け
て
﹁
初
め
て
粂
八
と
い
ふ
者
を
見
た
人
は
驚

い
た
此こ

ん
な様
い
い
女
の
此こ
ん
な様
綺
麗
な
女
が
世
界
に
あ
る
物
か
と
思
つ
た
。
夫

も
其
筈
後
に
聞
け
ば
此
時
は
粂
八
が
十
八
の
年
で
あ
つ
た
と
い
ふ
。
そ
し

て
当
時
流
行
の
彦
三
郎
と
も
な
り
又
田
之
助
と
も
成
る
舞
台
に
は
驚
い

た
﹂
と
し
て
い
る
。

＊
開
場
狂
言
を
﹁
先
代
萩
﹂
と
す
る
九
女
八
の
回
想
と
は
異
な
る
。

・
石
井
国
之
﹃
近
世
日
本
舞
踊
史
﹄
帝
都
演
芸
通
信
社
、
一
九
三
七
年

 

薩
摩
座
で
の
踊
り
の
師
匠
に
よ
る
歌
舞
伎
の
興
行
は
慶
応
四
年
（
明
治
元

年
）
の
三
月
。
一
座
の
名
前
を
岩
井
粂
八
（
後
市
川
九
女
八
）、
岩
井
福
吉
、

松
賀
亀
吉
、
松
賀
雄
藤
、
西
川
巳
之
吉
、
西
川
政
吉
、
子
役
は
岩
井
米
花
、

同
増
吉
。
年
代
、
一
座
の
顔
ぶ
れ
な
ど
、
典
拠
は
不
明
。

・
以
上
か
ら
、
九
女
八
が
薩
摩
座
に
出
演
し
て
い
た
間
に
舞
台
に
掛
か
っ
た

狂
言
は
、
少
な
く
と
も
﹁
先
代
萩
﹂（﹃
伽
羅
先
代
萩
﹄）、﹃
仮
名
手
本
忠

臣
蔵
﹄、﹁
浅
間
嶽
﹂（
作
品
不
明
）、﹁
傾
城
鏡
山
﹂（
慶
応
三
年
二
月
江
戸
・

市
村
座
初
演
、
河
竹
新
七
︹
黙
阿
弥
︺
作
﹃
契け
い
せ
い情

曽そ

我が

廓く
る
わ

亀か
が
み鑑

﹄
か
）、

﹁
縁
結
の
浄
瑠
璃
﹂（
作
品
不
明
）、﹁
玉
藻
前
﹂（﹃
玉た
ま
も
の
ま
え
あ
さ
ひ
の
た
も
と

藻
前
曦
袂
﹄）、﹁
皿

屋
敷
﹂（﹃
播
州
皿
屋
敷
﹄）
と
知
れ
る
。

︹
付
記
︺
引
用
資
料
は
現
行
の
字
体
に
改
め
、
句
読
点
を
補
っ
た
。
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
。

振
り
仮
名
は
、
原
本
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
資
料
の
閲
覧
・
掲
載
許
可
に
関
し
、
国

立
国
会
図
書
館
、
東
京
都
公
文
書
館
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。
三
頁
で
引
用
し
た
新
聞

資
料
に
は
倉
田
喜
弘
先
生
に
ご
提
供
い
た
だ
い
た
も
の
も
あ
り
、
記
し
て
感
謝
い
た

し
ま
す
。
ま
た
九
女
八
の
墓
所
に
関
し
て
ご
案
内
を
賜
り
、
過
去
帳
を
拝
見
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
大
法
寺
様
に
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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市
川
九
女
八
年
譜
稿
（
一
）

注（
1
） 
神
山
彰
﹁
女
役
者
と
女
優
の
時
代
︱
九
女
八
の
残
像
﹂（﹃
近
代
演
劇
の
来
歴
︱
歌
舞

伎
の
﹁
一
身
二
生
﹂
︱
﹄
森
話
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
土
田
牧
子
﹁
女
役
者
と
い
う

存
在
と
そ
の
歴
史
的
位
置
づ
け
︱
中
村
歌
扇
の
芸
歴
を
通
し
て
︱
﹂（﹃
東
京
藝
術
大

学
音
楽
学
部
紀
要
﹄
三
八
、
二
〇
一
三
年
三
月
）、
同
﹁
女
役
者
と
小
芝
居
の
行
く

末
︱
神
田
劇
場
時
代
の
中
村
歌
扇
﹂（﹃
忘
れ
ら
れ
た
演
劇　

近
代
日
本
演
劇
の
記
憶

と
文
化
１
﹄
森
話
社
、
二
〇
一
四
年
）。

（
2
） 

神
山
、
前
掲
論
文
。

（
3
） 

た
と
え
ば
井
口
政
治
編
﹃
女
優
鑑
﹄（
演
芸
画
報
社
、
大
正
元
年
）
に
お
け
る
九
女

八
の
署
名
な
ど
。

（
4
） 

九
女
八
の
墓
は
最
初
、
浅
草
橋
場
の
正
憶
院
に
あ
っ
た
と
い
う
が
（﹁
伝
聞
記
㈠
﹂）、

一
九
三
九
年
に
大
法
寺
に
改
葬
さ
れ
た
。

（
5
） 

市
古
夏
生
・
鈴
木
健
一
編
﹃
新
訂
江
戸
名
所
図
会　

別
巻
［
一
］
江
戸
切
絵
図
集
﹄

（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
七
年
）
所
載
の
近
江
屋
版
﹁
小
日
向
・
小
石
川
・
牛

込
北
辺
絵
図
﹂（
嘉
永
二
︹
一
八
四
九
︺
年
改
）
を
参
照
し
た
。

（
6
） 

こ
の
文
献
は
土
田
牧
子
前
掲
﹁
女
役
者
と
い
う
存
在
と
そ
の
歴
史
的
位
置
づ
け
﹂
よ

り
知
っ
た
。

（
7
） 

掲
載
誌
お
よ
び
そ
の
前
後
の
号
も
検
索
し
た
が
、
聞
き
書
き
の
対
象
と
な
っ
た
人
物

な
ど
に
つ
い
て
詳
細
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
8
） 

田
之
助
は
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
活
躍
し
た
、人
気
の
女
形
三
代
目
沢
村
田
之
助（
一

八
四
五
︱
七
八
）。

（
9
） 

没
年
齢
を
記
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
数
え
年
と
し
て
逆
算
す
る
と
、
そ
の
記
事
に

書
か
れ
て
い
る
生
年
月
日
と
合
わ
な
い
場
合
も
あ
る
が
、
生
年
月
日
の
記
述
を
優
先

し
て
記
す
。

（
10
） 

拙
著
﹃
歌
舞
伎
の
幕
末
・
明
治
︱
小
芝
居
の
時
代
﹄（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
〇
年
）

所
収
の
﹁﹁
東
京
府
内
俳
優
人
名
書
上
﹂
翻
刻
﹂
参
照
。

（
11
） ﹁
七
一
一
四
号
﹂
は
鑑
札
の
番
号
か
。
な
お
原
本
で
は
こ
の
番
号
と
、
岩
井
粂
八
と

い
う
芸
名
は
朱
書
き
。﹁
下
等
﹂
と
あ
る
の
は
、
税
金
対
策
の
た
め
か
（
上
中
下
で

下
等
が
最
も
安
い
）。

（
12
） 

小
池
章
太
郎
﹁
大
名
日
記
が
描
く
あ
る
江
戸
女
優
﹂（﹃
江
戸
の
残
照
﹄
思
索
社
、
一

九
八
二
年
）、
西
形
節
子
﹁
幕
末
期
の
町
師
匠
と
踊
り
子
た
ち
︱
山
王
祭
附
祭
を
中

心
に
︱
﹂（﹃
演
劇
学
﹄
第
二
五
号
、
一
九
八
四
年
三
月
）、
法
月
敏
彦
﹁
お
狂
言
師

と
い
う
江
戸
の
女
優
﹂（﹃
芸
能
﹄
一
九
九
二
年
九
月
）、
拙
稿
﹁﹁
御
狂
言
師
﹂
の
誇

り
︱
﹃
ラ
・
ト
ス
カ
﹄
と
三
遊
亭
円
朝
﹃
名
人
競
﹄
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂（﹃
パ
ラ
ゴ
ー

ネ
﹄
創
刊
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
）。
ま
た
、
三
遊
亭
円
朝
に
、
サ
ル
ド
ゥ
﹃
ラ
・

ト
ス
カ
﹄
を
翻
案
し
、
御
狂
言
師
の
女
性
を
描
い
た
﹃
名
人
競
﹄
が
あ
る
（﹃
円
朝

全
集
﹄
第
十
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）。

（
13
） 

そ
の
ほ
か
、﹃
近
世
日
本
舞
踊
史
﹄
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
る
、
嘉
永
五
年
刊
の
踊
り

師
匠
の
連
名
双
六
の
刷
り
物
に
も
坂
東
三
江
八
の
名
前
が
見
え
る
。

（
14
） 

以
上
、
三
津
江
の
初
代
と
二
代
目
に
つ
い
て
、
ま
た
辻
氏
の
御
著
書
に
つ
い
て
、
児

玉
竜
一
﹁
坂
東
三
津
江
関
係
資
料
を
め
ぐ
っ
て
﹂（
金
子
健
編
﹃
図
録　

三
代
目
坂

東
三
津
五
郎
展
︱
そ
の
足
跡
と
衣
裳
︱
﹄
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
、
二
〇
〇
八
年
）

参
照
。
ま
た
、
児
玉
氏
は
、
演
劇
博
物
館
所
蔵
の
三
津
江
旧
蔵
の
書
抜
（
せ
り
ふ
を

抜
き
書
き
し
た
も
の
）
か
ら
、
御
狂
言
の
際
の
実
際
の
上
演
の
様
子
を
具
体
的
に
述

べ
て
い
る
（﹁
近
世
演
劇
の
上
演
と
写
本
﹂﹃
日
本
文
学
﹄
二
〇
一
四
年
一
〇
月
）。

（
15
） 

注
（
13
）
に
言
及
し
た
踊
り
師
匠
の
連
名
双
六
に
も
﹁
坂
東
三
津
江
﹂﹁
坂
東
き
よ
う
﹂

が
載
る
ほ
か
、
流
行
の
事
物
を
吉
原
細
見
に
見
立
て
た
、
嘉
永
六
年
板
﹃
細
撰
記
﹄

の
﹁
を
ど
り
や
げ
い
﹂
の
項
目
に
も
筆
頭
か
ら
二
番
目
に
﹁
小
石
川　

三
津
江
﹂、

四
番
目
に
﹁
小
い
し
川　

き
や
う
﹂
が
載
る
（
異
板
も
同
。
花
咲
一
男
解
説
、
太
平

主
人
編
﹃
江
戸
明
治
流
行
細
見
記
﹄
太
平
書
屋
、
一
九
九
四
年
）。﹃
細
撰
記
﹄
に
は

三
江
八
の
名
前
は
見
え
な
い
。

（
16
） 

神
山
、
前
掲
論
文
。

（
17
） 
こ
の
こ
と
は
今
後
も
追
究
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
十
一

月
に
、
老
中
阿
部
正
弘
か
ら
、
老
女
衆
や
御
留
守
居
へ
対
し
、
狂
言
師
と
言
う
﹁
歌

舞
妓
役
者
之
真
似
い
た
し
候
町
方
軽
き
女
子
共
﹂
が
諸
家
へ
立
ち
入
っ
て
い
る
が
、

今
後
、
大
名
家
へ
降
嫁
し
た
将
軍
の
子
女
の
女
中
部
屋
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
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が
な
い
よ
う
、と
い
う
通
達
が
あ
っ
た
。ま
た
、名
主
た
ち
へ
も
同
様
の
通
達
が
あ
っ

た
（
以
上
﹃
東
京
市
史
稿
﹄
市
街
編
第
四
十
三
）。
本
文
で
考
察
す
る
と
お
り
、
御

狂
言
師
の
職
が
な
く
な
っ
た
の
は
こ
の
嘉
永
五
年
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
が
、
注

意
し
て
お
き
た
い
。

（
18
） 

国
立
劇
場
調
査
記
録
課
編
﹃
歌
舞
伎
俳
優
名
跡
便
覧
［
第
四
次
修
訂
版
］﹄
二
〇
一

二
年
。

（
19
） 

伊
原
敏
郎
﹃
明
治
演
劇
史
﹄（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
三
三
年
）。

（
20
） 

以
下
﹁
平
成
二
十
年
度　

東
京
都
公
文
書
館　

第
三
回
ロ
ビ
ー
展
示
﹁
東
京
府
の
開

庁
～
町
奉
行
所
・
市
政
裁
判
所
・
東
京
府
～
﹂
展
示
内
容
・
資
料
紹
介
、
二
〇
〇
八

年
十
月
よ
り
。
北
町
奉
行
所
は
北
市
政
裁
判
所
、
南
町
奉
行
所
は
南
市
政
裁
判
所
と

改
称
さ
れ
、
明
治
元
年
五
月
二
十
三
日
に
発
足
し
て
い
る
。
閲
覧
は
東
京
都
公
文
書

館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
。http://w

w
w

.soum
u.m

etro.tokyo.jp/01 soum
u/

archives/0402 lobby05 .htm

（
21
） 

前
掲
展
示
内
容
・
資
料
紹
介
。
伊
原
、
前
掲
﹃
明
治
演
劇
史
﹄
に
も
言
及
が
あ
る
。

（
22
） 

明
治
二
年
の
相
場
、
金
一
両
＝
一
万
文
と
し
て
考
え
る
と
、
三
十
貫
文
は
三
万
文
な

の
で
三
両
に
あ
た
る
。
幕
末
の
金
一
両
が
現
在
の
四
千
円
か
ら
一
万
円
と
い
う
こ
と

を
考
え
る
と
、
三
両
は
、
一
万
二
千
円
か
ら
三
万
円
と
な
る
。
相
場
は
、
日
本
銀
行

貨
幣
博
物
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
常
設
展
示
図
録
二
九
頁
よ
り
（http://w

w
w

.im
es.

boj.or.jp/cm
/collection/tenjizuroku/book/index.htm

l#page=29

）。
な
お
、
当
時

市
政
裁
判
所
の
判
事
を
し
て
い
た
土
方
久
元
の
回
想
で
は
、
ま
だ
若
い
半
四
郎
が
振

袖
で
タ
ヨ
タ
ヨ
や
っ
て
来
て
、﹁
其
姿
と
云
ふ
も
の
は
実
に
何
と
も
彼
と
も
云
は
れ

ぬ
別
嬪
で
実
に
奉
行
の
私
も
漫
に
心
を
動う
ご
かし

た
ネ
﹂と
あ
る（﹁
町
奉
行
勤
役
中
の
話
﹂

﹃
太
陽
﹄
一
九
〇
〇
年
十
二
月
号
）。
注
（
20
）
前
掲
の
附
録
よ
り
知
っ
た
。

（
23
） 

倉
田
喜
弘
編
﹃
東
京
の
人
形
浄
瑠
璃
﹄（
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
、
一
九
九
一
年
）。

幕
末
の
結
城
座
、薩
摩
座
の
困
難
に
つ
い
て
は
、吉
田
伸
之﹁﹁
江
戸
﹂の
普
及
﹂（﹃
日

本
史
研
究
﹄
四
〇
四
、
一
九
九
六
年
四
月
）、
神
田
由
築
﹃
日
本
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
九

一　

江
戸
の
浄
瑠
璃
文
化
﹄（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
参
照
。

（
24
） 

倉
田
、
前
掲
書
（﹃
日
要
新
聞
﹄
四
号
）。

（
25
） 

倉
田
、
前
掲
書
（﹃
東
京
日
日
新
聞
﹄
明
治
五
年
二
月
二
十
三
日
付
）。

（
26
） 

倉
田
、
前
掲
書
（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
﹁
府
志
類
稿
﹂）。

（
27
） 

子
供
狂
言
と
は
い
え
、
必
ず
し
も
子
供
だ
け
で
興
行
し
て
い
た
の
で
は
な
い
の
は
、

幕
末
の
宮
地
芝
居
に
例
が
あ
る
。
注
（
10
）
前
掲
、
拙
著
﹃
歌
舞
伎
の
幕
末
・
明
治
﹄。

な
お
、
当
該
時
期
の
薩
摩
座
の
番
付
を
三
枚
見
出
し
て
い
る
。
ど
れ
も
辻
番
付
で
あ

る
。
二
枚
は
筋
違
橋
外
講
武
所
附
屋
敷
に
お
い
て
の
も
の
で
（
ど
ち
ら
も
東
京
大
学

総
合
図
書
館
秋
葉
文
庫
所
蔵A

00 -

芝12 -67

）、
年
代
は
な
く
、
一
枚
は
﹁
来
ル
八

月
七
日
よ
り
筋
違
外
芝
居
ニ
お
ゐ
て
﹂、﹁
桜
荘
子
夢
の
夜よ
が
た
り語

﹂﹁
倭や
ま
と
が
な

仮
名
在あ
り
わ
ら原

系け
い
ず図

﹂（
蘭
平
物
狂
の
だ
ん
）﹁
墨
田
川
荵し
の
ぶ

の
振
袖
﹂﹁
雪ゆ
き
こ
う
し
ん
う
わ
さ
の
こ
ん
だ
て

庚
申
風
評
献
立
﹂
が
上
演

さ
れ
た
。
役
者
は
名
字
は
不
明
、﹁
梅
莚
﹂﹁
佳
香
﹂
ら
で
あ
る
。
も
う
一
枚
も
年
代

は
な
く
、﹁
来
ル
八
月
十
日
よ
り
す
じ
違
外
芝
居
ニ
お
い
て
﹂
で
、
一
番
目
﹁
菅す
が
わ
ら原

伝で
ん
じ
ゅ授

手て
な
ら
い習

鑑か
が
み

﹂、
二
番
目
﹁
魁
さ
き
が
け

源げ
ん
ぺ
い平

躑つ
つ
じ躅

﹂、
役
者
は
﹁
立
役　

中
村
駒
雀
﹂﹁
実

悪　

関
三
太
郎
﹂﹁
立
役　

中
村
翫
丸
﹂﹁
若
女
形　

尾
上
梅
三
郎
﹂
ほ
か
。
こ
の
番

付
に
は
口
上
が
あ
り
、﹁
御
ひ
ゐ
き
様
御
さ
し
づ
ニ
ま
か
せ
、
猿
若
子
供
け
ゐ
こ
の

為
興
行
仕
候
﹂
と
あ
る
。
残
り
一
枚
は
﹁
南
鞘
町
芝
居
ニ
お
ゐ
て
﹂
と
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
南
鞘
町
移
転
後
の
番
付
で
あ
る
（
東
北
大
学
狩
野
文
庫
所
蔵
）。
年
代
は
不

明
で
、﹁
来
ル
六
月
六
日
よ
り
﹂
と
あ
る
。
演
目
は
一
番
目
﹁
再
開
始
緋
扇
曽
我
﹂、

中
幕
﹁
嫗
山
姥
﹂、
二
番
目
﹁
増
補
蕣
日
記
﹂、
浄
瑠
璃
﹁
五ご
に
ん
お
と
こ

人
男
姿
す
が
た
の

伊だ
て達
染そ
め

﹂﹁
勢

獅
子
花
競
﹂
で
あ
る
。
役
者
は
、﹁
市
川
団
弥
﹂
の
ほ
か
、﹁
馬
十
﹂﹁
菊
（
カ
）
次
郎
﹂

﹁
勝
之
助
﹂﹁
翫
十
郎
﹂
ほ
か
で
あ
る
。
ま
た
、﹁
御
免
／
御
操
／
座
元　

大
薩
摩
吉

右
衛
門
﹂
と
い
う
記
載
の
左
右
に
、﹁
人
形
吉
田
三
吾
﹂﹁
人
形
西
川
伊
三
郎
﹂
と
い

う
記
述
が
あ
る
。
第
一
番
目
の
狂
言
﹁
再
開
始･･･

﹂
と
い
う
名
題
か
ら
（
読
み
方

は
刷
り
の
不
鮮
明
で
不
明
）、
こ
の
辻
番
付
は
南
鞘
町
で
興
行
を
再
開
し
た
明
治
五

年
六
月
の
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
28
） 
市
村
座
は
経
営
不
振
に
よ
り
明
治
五
年
よ
り
村
山
又
三
郎
が
座
元
と
な
り
、
村
山
座

と
し
て
興
行
し
た
が
、
さ
ら
に
借
財
が
か
さ
み
、
明
治
七
年
三
月
に
南
鍋
町
の
鰻
屋

宮
本
喜
三
郎
が
興
行
権
を
譲
り
受
け
宮
本
座
と
な
っ
て
い
た
。
田
村
成
義
﹃
続
々
歌

舞
伎
年
代
記　

乾
﹄（
市
村
座
、
一
九
二
二
年
）。
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市
川
九
女
八
年
譜
稿
（
一
）

（
29
） 

倉
田
喜
弘
﹁
女
性
の
劇
界
進
出
﹂（﹃
芸
能
史
研
究
﹄
一
三
八
、
一
九
九
七
年
七
月
）、

同
﹃
芸
能
の
文
明
開
化　

明
治
国
家
と
芸
能
近
代
化
﹄（
平
凡
社
、
一
九
九
九
年
）。

な
お
、
倉
田
氏
の
﹁
女
性
の
劇
界
進
出
﹂
で
指
摘
さ
れ
る
九
女
八
や
粂
治
に
関
す
る

文
献
は
次
回
以
降
言
及
し
た
い
。

（
30
） 

西
形
節
子
﹁
江
戸
祭
礼
の
芸
能
﹂（﹃
舞
踊
学
﹄
五
号
、
一
九
八
二
年
六
月
）
お
よ
び

同
氏
、
注
（
12
）
前
掲
﹁
幕
末
期
の
町
師
匠
と
踊
り
子
た
ち
﹂。﹁
江
戸
祭
礼
の
芸
能
﹂

で
は
、
坂
東
三
津
江
や
坂
東
き
や
う
ら
が
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
の
山
王
祭
附
祭

の
芸
人
の
名
前
に
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
31
） 

前
掲
﹁
幕
末
期
の
町
師
匠
と
踊
り
子
た
ち
﹂。

（
32
） 

本
文
前
掲
、﹁
市
川
△
△
△
﹂（
増
永
徂
春
﹃
当
世
楽
屋
雀
﹄）。
こ
こ
で
は
、
△
△
△

（
九
女
八
）
の
義
父
を
牛
込
神
楽
坂
辺
の
旗
本
某
の
隠
居
と
す
る
。
ま
た
、
九
女
八

の
産
ん
だ
男
の
子
が
成
長
し
て
義
太
夫
語
り
と
な
り
、
九
女
八
の
芝
居
で
チ
ョ
ボ
を

語
っ
て
い
た
と
も
す
る
。

（
33
） 

西
形
、
前
掲
﹁
江
戸
祭
礼
の
芸
能
﹂。
粂
次
の
年
齢
は
記
さ
れ
な
い
。

（
34
） 

千
代
田
区
立
日
比
谷
図
書
文
化
館
所
蔵
﹃
万
延
元
庚
申
年
六
月
十
五
日
／
山
王
御
祭

礼
番
附
并
附
祭
芸
人
練
子
名
前
帳
﹄
に
よ
る
。
な
お
、﹁
た
ま
﹂
は
、
西
形
氏
の
前

掲
論
文
で
﹁
岩
井
た
ま
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
。
西
形
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
名

前
帳
の
年
齢
の
記
載
は
あ
ま
り
正
確
で
は
な
い
と
い
う
（
前
掲
﹁
幕
末
期
の
町
師
匠

と
踊
り
子
た
ち
﹂）。

（
35
） 

関
根
黙
庵
﹁
昔
の
お
で
で
こ
芝
居
﹂（﹃
演
芸
倶
楽
部
﹄
第
一
巻
一
号
、
一
九
一
二
年

三
月
）。
の
ち
﹃
芸
苑
講
談
﹄（
い
ろ
は
書
房
、
一
九
一
四
年
）
所
収
。

（
36
） 

関
根
﹁
昔
の
お
で
で
こ
芝
居
﹂
に
よ
れ
ば
、
両
国
広
小
路
に
﹁
三
人
兄
弟
﹂
の
芝
居

が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
が
本
文
で
見
る
﹁
三
人
姉
妹
﹂
の
芝
居
と
同
じ
も
の
か

ど
う
か
不
明
。﹁
三
人
兄
弟
﹂
の
座
頭
は
立
花
屋
藤
枝
（
坂
東
三
八
）
で
あ
っ
た
と

い
う
。
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
九
月
に
、
両
国
広
小
路
の
小
芝
居
が
天
保
の
改

革
の
影
響
で
取
り
払
わ
れ
た
が
、
こ
の
中
に
も
﹁
三
人
兄
弟
の
芝
居
﹂
が
あ
っ
た
よ

う
だ
。
役
者
は
中
山
金
太
郎
、
同
熊
吉
、
同
角
蔵
で
、
男
性
で
あ
る
（﹁
市
中
取
締

類
集
﹂
芝
居
所
替
之
部
、
吉
田
伸
之
、
前
掲
﹁﹁
江
戸
﹂
の
普
及
﹂
参
照
）。

（
37
） 

松
本
錦
糸
は
安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
十
一
月
生
ま
れ
（
前
掲
﹃
女
優
鑑
﹄）。
前
掲

﹁
東
京
府
内
俳
優
人
名
書
上
﹂
に
も
九
女
八
と
一
緒
に
浄
瑠
璃
座
の
一
座
に
見
え
、

後
年
、
三
崎
座
の
女
芝
居
で
活
躍
し
た
。

（
38
） 

伊
原
、
前
掲
﹃
明
治
演
劇
史
﹄。

（
39
） 

倉
田
、
前
掲
﹁
女
性
の
劇
界
進
出
﹂、﹃
芸
能
の
文
明
開
化
﹄。

（
40
） 

本
文
前
掲
﹃
女
優
か
ゞ
美
﹄
に
﹁（
初
舞
台
）
十
六
歳
／
（
名
題
披
露
）
十
九
歳
﹂

と
あ
る
の
は
、
い
つ
の
時
点
を
指
す
の
か
不
明
。


